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〔1〕 は じめに

1908(明 治41)年4月 神戸港から 「笠戸丸」でブラジルへと781人 が集団移住 して昨年は100年

を迎えた。 このため、送出側の神戸市では笠戸丸が出港 した4月 に、受け入れ側ではブラジルの

サ ントスへ入港 し集結 したサンパウロ市を中心 として6月 に、記念式典が挙行 された。筆者も両

国での式典に出席 した。ブラジルへは約24万 人が渡 ったがその子孫である日系人が約150万 人、

すでに5～6世 に達 してお り、ブラジルは最大の日系人居住国となっている。 ところで、筆者が

なぜこのような行事に出席 し、さらにこの論文 を書 くことにしたのかをまず述べてお く。

筆者の家系や親族、さらに郷里(福 岡県久留米市(旧 三井郡))の 身近な地域から当時の社会

情勢に合せて、中国 ・満州 ・朝鮮 などのアジア大陸や北米や南米大陸へ と多数移住 している。実

は、筆者 自身もその1人 である。私は、アジア系移住家族であったため、第2次 大戦終了後の引

揚者である。

0方 、北米 ・南米に渡った家族のうちには、一部は開戦直前に引き揚げた者 もあるが、残留 し

移民 として定着 し、現在ではそれぞれの国の国民として活躍 している家族 も多い。

筆者は、現在地理学を専門とする研究者の立場 とな り、その間の留学 もUSAの 大学で体験 した

こともあるのでUSAの 家族や親 しい移民達については、彼等が出稼 ぎか らスター トし移民に至 り、

さらにその後の展開や現状について 「家族史 ・ファミリーヒス トリ」を中心に取 り上げ、学会で

報告 し論文 としてもまとめた。しかし、南米への移民についてはまだ論 じていない。

ところが、2006年 に大学生30名 を引率 しブラジル各地を訪問する機会を得た。その折のメイン

テーマに日系人が最も多い国であ り、現在は日本への出稼ぎ者が最多の国となっているブラジル

について考えてみることにした。このため、各地での案内者にはできるだけ、移民となられた方

にお願い し、それぞれのまさに生の体験談 を聞かせてもらいつつ各地では関連施設も訪問 した。

2009年9月3日 受理*地 理学教室教授
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報所所究研合総
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池田:ブ ラジル移民の研究

さらに、昨2008年 には移民100周 年記念式典に出席 して きた。

そこでこれを機に、これまで筆者が家族同様に付 き合わせてもらい、お世話になっている人達

のうちから、特に筆者の専門や思考を理解 していただき、かな り無理なお願いにも応答 してもら

える家族すなわち植木家 ・井上家 ・森村家に、すでにそれぞれの 「家族史」を書いてもらってい

る。このうち井上家の場合はすでに 「戦前ブラジル開拓移民団としての24年 間の足跡」 として書

かれているものに修正 ・加筆 していただき使用させてもらった。そこで、今回は当然なが ら、そ

の大変貴重な 「体験」を中心にして、筆者が整理まとめつつ報告することで責任を果す順番 と考

え、本論を記すことにした次第である。

書いてもらった 「家族史」は各人各家の個性を生かすため若干の調整は行わせてもらったが、

書 き方や表現の仕方に違いが出ていてもそれ自体が大変興味深いところであ り、できるだけ原文

を生かさせてもらった。

それぞれの家庭には、移住の年代や、その後の展開 も異なるが、現在 も元気で活躍 してお られ

ることが良 くわかる。 もし可能であれば、この報告を元にさらなる立派な家族史的モノグラフを

書いてもらえる機会としてもらえれば幸である。

今回本論に登場 してもらう家族について紹介 しておく。

○ 井上克(91才)氏 と長男(64才)氏 の家族は、岡山県南部の瀬戸内海に臨む漁村か ら昭和7

(1932)年 に克氏13才 の時、小学校を中退 し、姉夫妻の家族構i成員 としてブラジルへ、ジャン

グルの開墾 と綿作農家 としてスタ0ト 。苦節8年 でやっと借金を返 し生活も安定する。 日系二

世のモモ子さんと結婚後、ハツカ農家として自立するが失敗。その間に実氏が誕生。農業をあ

きらめ、雑貸商を開店、これが軌道に乗 り成功。

子供5人 となり、教育のことを考えた末、昭和31(1956)年 に日本へ帰国。戦後は 「勝ち組」

の仲間で、精神的には帰国時までその トラウマは抜けなかった。

高度成長期の日本へ帰国後は、建売住宅業から再スター トし建築業 も兼ね成功。実氏 も大学

卒業後は、家業を継 ぎ現在に至る。91才 の克氏には子供5人 と孫12人 があ り、移住センター近

くの神戸市で健在。克氏にはいつでも会ってもらえ、実氏 とは大学 も同窓で年齢 も近いので懇

意にしてもらっている。

○ 森村吉蔵(76才)氏 は、青森市出身で昭和8(1933)年 生。昭和27(1952)年 、 日本大学法

学部を卒業と同時に23才 でブラジルへ。農業出身でもないのに大学卒の農業移民として、仲間

とバナナ栽培とジャングルの開墾からスター ト。電気も水道 も無い生活が続 く。同船時の友人

から手紙を受け、たまらずこの地か ら逃げだし、日系人仲間の学校の職員になる。そこからは、

高校時代広島国体の県代表 として出場 したテニスの経験を生か し、子供達や地域の人達に溶け

込む。その後サラリーマンへ。二世の孝子 さん(昭 和14年 生)と 結婚後、さらに伯国へ進出 し

てきた三井物産に転職、会社の出張で日本へ、さらに郷里 も訪ねる。この頃が昼夜 を問わず働

いたが、当時が絶頂期だった。奥 さんは画家で、日曜学校の指導 も行なう。

2006年 の学生巡検の現地案内者 として、2008年 の移民100年 記念式典時に もお世話になり、

家庭 を訪問させてもらった。

○ 植木栄壮(46才)氏 とミエ(43才)さ んの家族。栄壮氏は、筆者の務める奈良大学の地理学

一39一



総 合 研 究 所 所 報

科出身。1987年 には筆者が引率 した海外巡検に参加。その後、勤めていた教科書会社を退職さ

れ国際協力機構 の海外開発青年隊に参加、ブラジルで3年 間を過 ごす。この間、 日系四世に当

るミエさんと結婚。その後、日本の郷里広島市へ帰国し現勤務の会社へ再就職されている。 ミ

エさんの祖 ・祖父母は、大正2(1913)年 熊本県玉名郡から初期の移民 としてブラジルへ。父方は、

戦後の初期移民として昭和30年(1955)年 、ブラジル日系農業組合の招聴に応 じて熊本市から

渡航。現在広島で夫妻は、二人の子育てにも手がかからな くなってきたのを機に、両国のため

にと、まずはミエさんが県の国際センターの 「外国人総合相談窓口」で翻訳や通訳などの仕事

をしておられる。

○ 上野米蔵(故 人)・ 長男 アン トニオ(87才)氏 の家族は、筆者の隣村である福岡県三井郡草

野村の農家出身。米蔵氏は大正2(1913)年 に18才 で、すでに先行 していた従兄の福太郎氏を

たよりブラジルへ向う。最初はサ ンパウロ州のヴィラコスチーナのコーヒー園へ、その後は従

兄の福太郎氏が働いているパラナ州のバルボーザのコーヒー園へ移 り成功する。しかし、将来

を考え、カンパ ラKampara市 へ出て28才 で雑貸店経営 と農産物の仲買業でも成功。30才 で北パ

ラナ州の日本人会会長となる。アサイAsai市で綿花株式会社 も設立。1973年78才 で死亡。

長男のアントニオ氏は、1992年 生で、北パラサ州青年連盟会長を経て、アサイ市議、パラナ

州議、連邦下院議員(1967～98)、 現在パラナ日伯商工会議i所会頭。サ ンパウロ市の 「日系パ

レスホテル」社長も兼ね、健在。

筆者は2008年6月 同ホテルに宿泊 した折、話 をうかがえ 「父・上野米蔵伝」と 「母のおもかげ」

をもらった。その後郷里の草野町を訪ね、親族の方にあい話をうかがった。アントニオ氏自身

の経緯に関しては現在本人で整理 されつつあるとのこと。筆者が接 した期間も短いため、今回

は深 く取 り上げてはいないことを記 してお きたい。

日露 戦 争

明治27-28

1904-'05

第2次 大 戦

昭和16-20

1941-'45

大 戦 後 ス ター ト

1952-1971ま で

日系 出稼 ぎ
1985^一

現在

平成20
2008

　 響 ジ1㌶ 野
一 郡響糊1熱 州;過 …

岡山県小串村阿津 喜一郎
小金

大正2(1913)出

福岡県浮羽郡 ・江頭 勝太郎
モヨ

青森県

〉黒 禦2)13才 で出

/一 モモ子

実(長 男)11歳

幸子9歳 昭和31年(1956)
久子7歳 父36歳 ・母34歳

章5歳 計7名 で日本へ帰国
恵子1歳

耀 殉 難;鑓
図一2関 係者の系図Fig.-2LineageDiagram
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総 合 研 究 所 所 報

〔皿〕家族史一A植 木栄壮 ・ミエ家

「日本からブラジルへ、ブラジルから日本へ」(植木栄壮46歳 ・ミエ43歳)

(1)は じめに

2008年 、ブラジル日系社会では、移民100年 目として一つの節 目を迎えました。1908年 に第1

回農業契約移民781人 を乗せた 「笠戸丸」がサン トスへ入港 して以来、現在では1世 か ら5世 ・6

世 までを含め、150万 人以上が日系社会 を作 り、ブラジルの各層に深 く入 り込んでブラジル国の

発展に大きく貢献 しています。

さて私 ・栄壮ですが、現在の国際協力機構(JICA)が 募集する日系社会青年ボランティアで、

1994年 から97年 までの3年 間、ブラジルのサンパウロ州で活動 していました。1970年 代にコチア

青年で移住 した方の農家でバラ作 りをサポー トした後、日本語教育機関 「日本語普及センター」

(現 ・ブラジル 日本語セ ンター)で 日本語教科書の作成やシンポジウムの開催に関わ りました。

そのため、日系社会の現状や日系移民史、日本語教育の問題点などに触れることがで きました。

さらに、妻のミエが 日系4世 ということから、身内のこととしてブラジル日系人のことを知る機

会 もありました。

日系社会の移民史をひも解 く際、第二次世界大戦の前後(戦 前 と戦後)で 大きく分けられます。

戦前移民 と戦後移民 とでは、移住 した動機や境遇、ブラジル社会への溶け込み方などが大 きく異

なるためで、さらに世界的な情報通信網の発達や、ブラジル社会の中での日系子弟の活躍 とも関

係 してきます。ただどの移住者にとっても、世界経済や政治の中で翻弄され続け、決 して平坦で

はありませんでした。

妻 ・ミエの実家は、母方の三井家が戦前移民で、1回 目の笠戸丸から数えて5年 後と早い時期

での移住でした。一方、父方の堀家は戦後移民で、戦後の移民がスター トして2年 目という時期

で した。それぞれの家族がたどった人生を検証することで、当時の 日系社会がうきぼりとなり、

さらに現在の日本人が忘れかけている日本人精神(文 化)や 家族の絆を再認識できると思い、両

家の生き様 をまとめてみることにしました。

いまだ関係者への聞き取 りの途中で、歴史的検証がはっきりしない箇所や、写真や遺物なども

収集中です。不備な点はお許しください。

(2)戦 前移民の三井家と、戦後移民の堀家

妻の ミエはブラジル日系4世 で、 日系1世 の父親と、3世 の母親の間に長女として生まれまし

た。父親の堀計介氏は、2005年10月 に享年68歳 で他界。母親のジョアナマサコ氏(以 後マサコ氏)

も、2008年9月 に享年61歳 で他界。現在、兄弟がブラジルサンパウロ州カンピーナス市(サ ンパ

ウロ州第2の 都市)で 暮らしています。なお、父親は堀家、母親は三井家で、どちらも熊本県の

出身です。

母方の三井家は、1913年(大 正2年)に 東洋移民会社が募集 した契約移民 として、ブラジルへ

移住。第1回 の移民からわずか5年 後のことで、戦前移民となります。三井家については、マサ
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コ氏やその弟のペ ドロツギオ氏(以 後 ツギオ氏、サンパウロ市 ヴィラカホーン地区、2006年 没)

から聞き取 り調査を行いました。

妻 ・ミエの祖祖父に当たる三井長久氏 と、祖祖母のッタエ氏は、熊本県玉名郡築木村の出身。

長久氏は次男ということもあり、新天地ブラジルで一旗上げることに胸を膨 らませての移住だっ

たようです。大正2年 、1588人 とともに若狭丸(総6266ト ン、船主 ・日本郵船)で ブラジルへ渡

りました。このときの移民契約書 とパスポー ト(日 本語 ・英語)が 残 されていますが、移民契約

書には、家族(親 族)5人 以上とい う移住条件があ り、そのために長久氏は又雄氏 を養子 とし、

妻ツタエ氏の妹夫婦の徳山氏 も加えて人数を調整。その際、長久氏の父親は、渡航について猛反

対。5年 で帰国することを条件に、その証 として長久氏の長女Aさ ん(当 時3歳)を 日本へ置い

てい くことで許可しました。

長久氏一行にとっては、希望に満ちたブラジルへの渡航ですが、ここから悲劇が始まります。

到着後、長男が生まれましたがまもなく死亡。コーヒー園の労働者 としてサ ンパ ウロ州コンセイ

ソン(Conceigao)市 付近に入植 しました。渡航後3年 目に して次男のサダハルパウロ氏(1914

～99年 、以後パウロ氏)が 出生。その後農園主の許 しを得て、同園内に自分の土地を開拓するも、

5年 目に長久氏がマラリアで死亡(享 年35歳)。 当時は薬がな く、高熱で他界 したそうで、息子

パウロ氏が2歳 のときです。当時、少 しはお金がたまっていたようで、 もう少 しためて長女を呼

び寄せ ようと考えていた矢先の不幸でした。

ツタエ氏は、2歳 の子 どもを連れ、日本への帰国はできずに途方に暮れたといいます。子 ども

たちの幸せ も考え、1917年 に永田氏 と再婚 を決意。永田氏との間に2人 の息子が生まれました。

その前後、パウロ氏の家族は、サ ンパウロ州プロミッソン市(Promissao)〈 当時は、ノロエス

テ線のエキ トル ・レグル0駅 〉や、ゴンザーガ市(Gonzaga)な どに移 り住んでいたようです。

このあたりは、1916年 の1～2月 に入植者のほとんどがマラリアにかか り、栄養状態の悪い食事

と医療の不備などから、移民史上、類を見ないほど多 くの犠牲者を出す惨事 となりました。 また

翌1917年11月 には、ノロエステ線では汽車が通れなくなるほどイナゴが大発生、1919年 には大か

んばつにあって収穫が半減 したと記録 に残っています(「 ブラジル日本移民八十年史」移民八十

年史編纂委員会、ブラジル日本文化協会)。

さて、0方 の父方の堀家は、熊本市水前寺で暮 らしていましたが、1955年(昭 和30年)に ブラ

ジルへ移住。戦後の移民が1953年(昭 和28年)に 再開していますが、そのわずか2年 後、アメリ

カ丸での渡航で、戦後移民 となります。堀家のことは、妻のミエはもちろん、そのお じに当たる

秋雄(ア キオ)氏 に話をうかがいました。

妻 ・ミエの父方の祖祖父にあたる堀万八氏は、熊本県矢部村の村長を務めた方で、昭和天皇の

婚礼の儀に出席 したといいます。その息子の堀千城(た てき)氏 は、戦前の1943年(昭 和18年)

にゴム園の支配人としてジャワ(イ ンドネシアジャワ島)へ 渡航。ゴムの景気が良かったころで、

当時の暮 らしぶ りについて、「ピアノが2台 、バイク3台 があり、以前はオランダ人が住んでい

た邸宅」と記録が残っています。家族を呼び寄せようと考えていたとき、終戦を迎え捕虜 となり、

3年 間ジャワ島に拘束されてしまいます。終戦を迎えるまでの2年 間が夢のような生活だったた
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め、その経験から他国への移住には強い期待感があり、ブラジルへの移住には抵抗感がなかった

といいます。

(3)日 本人 らしいブラジル人、パウロ氏

妻 ・ミエの母方の三井家は、戦前の移民 ということで、移住後についていろいろな話が残 され

ています。中で も妻 ・ミエの祖父にあたる三井サダハルパウロ氏(以 後パウロ氏)の 生涯は、戦

前移民の苦労や生き様を知ることがで きます。

先にも記述 しましたが、パウロ氏は父親を2歳 のときマラリアで失い、母親ツタエの再婚によ

り永田氏のもとで育ちました。結婚は20歳 のとき。相手は、同郷 ・玉名市出身の萩尾ヨシエ氏で

す。この出会い も運命的としか言いようがありません。

渡航前のヨシエ氏が玉名市に在住の折、パウロ氏と生 き別れとなった長女のAさ んと偶然知 り

合いでした。 ヨシエ氏の叔母が、すでにブラジルのカフェランジャに移住していたことから、そ

の叔母を頼って、農業労働者 として萩尾一家も移住を決意。その際、先のAさ んから 「弟がブラ

ジルにいるので、会ってほしい」と依頼されました。 ヨシエ氏はその約束を果たそうと、移住後

す ぐにパウロ氏を訪ねたそうです。

そのころパウロ氏は、ちょうど母 ・ツタエ氏が他界 し、父親の永田氏とその兄弟とともに暮ら

していました。男所帯 ということや、父 ・永田氏のすすめもあって、9歳 年上のヨシエ氏と所帯

を持つことになりました。それはパ ウロ氏が20歳 の時です。5年 後(1935年)、 永田氏の実子(パ

ウロ氏か ら見て弟に当たる人物)が 結婚することを機に、パウロ夫婦は家 を出る事にしました。

実の父ではないことから家には居づらかったようです。

当時、永田家ではフォー ド社の トラックを2台 持つまでに成功 していました。パウロ氏は、「ト

ラックを1台 分けてほ しい」 と願い出ましたが聞き入れられず、結局、皿 とフォークしか持ち出

せなかったといいます。そのとき 「がむしゃらに働 こうと決意 した」 とい うことです。そのころ

のブラジルの経済を見ると、1897年にコーヒーが暴落 し、それ以降、価格の低迷が続いていました。

ところが農業政策が功を奏 し、1921年 ごろから第2次 コーヒーの好況を迎えましたが、1929年 の

世界大恐慌により、コーヒー価は大 きく暴落。こうした経済的な背景 もあって、永田氏は、パウ

ロ氏の独立に際 して トラックを分け与えることがなかなかで きなかったと推測できます。

家を出たパウロ夫婦は、農地を借 り(ア ヘンダ)て コーヒーを植えましたがさっぱ りもうか り

ませんでした。その後野菜 を植え、少しでも高 く売るために市場へ もって行 き、直接売ることも

したそうです。その後、子ども5人(男1人 、女4人)を 授か り、まずは、男の子のツギオ氏を

サンパウロに出して自動車整備士の会社に就かせました。手に職をつけた方がよいと考えた結果

です。その後一家は、ツギオ氏を頼よってサンパウロに移 り住み、女の子は花嫁修業を兼ねて裁

縫を習わせました。

1955年 に、業務用の ミシン4台 を購入 し、パウロ氏が営業 を行い、娘4人 が裁縫を行 う、家内

工業を始めました。研究を重ねた結果、男性用のズボンが効率よく縫えたそうです。次第に娘た

ちは結婚適齢期を迎え、嫁いでいきました。そこで1965年 ごろにパウロ氏は車を購入 し、タクシ

ー運転手を始めましたが、治安の悪化 と年齢的なことから息子のツギオ氏の忠告 もあって、1975
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年にリタイア。その後は、年金と市場でのアルバイ ト代などで生計をたてていました。

私がパウロ氏に初めて会ったのが、1994年 のことです。そのときじっ くりと話を聞 く機会があ

りました。特に印象深かったことは、「戦争に負けていたとした ら、今の日本はここまで発展 し

ていない」という論調で、 日本の敗戦をいまだ信 じられないという口ぶ りで した。戦後まもなく

ブラジル日系社会では、戦争に勝ったとする 「勝ち組」 と、負けたとする 「負け組」 との間で、

痛ましい事件が各地で発生 していました。特に勝ち組は、強硬なテロ組織 と化 し、ブラジル社会

からも警戒される存在 となっていました。この 「勝ち組」 と 「負け組」との抗争が最 も激 しかっ

た地域がマリリアMariliaで、パウロ氏が青年期を過ごした所で もありました。戦後50年 以上たっ

ても、パウロ氏にとっては敗戦を素直に受け入れられない複雑な思いがあったようです。

また、幼少のころ日本語学校に通っていたことか ら、日本語や 日本文化、日本史に造詣が深 く、

今の日本人 ・日本社会の不甲斐なさを嘆いていました。※1938年(昭 和13年)、 ブラジルでは外

国語学校が閉鎖されました。

1975(昭 和50)年 、パウロ氏は生 まれて初めて夢に見た日本を訪れた際、妹のAさ んと会いま

したが、パウロ氏が思っていたほどの感激がなく、「果たして会うべ きだったのか」 と後悔 した

そうです。その背景にはAさ んの誤解があったといいます。終戦まもなく、Aさ んから物かお金

を送ってほ しいとの便 りがあったそうです。戦勝国ブラジルには、物資が豊富にあふれていると

思ったようですが、普通のブラジル人同様にパウロ氏の生活は困窮 し、娘 を学校に通わせること

すらできず、裸足で働かせなくてはならないほどで した。困っている姉のために物を送 りた くて

もできない状況だったようです。またAさ んには、両親が迎えに来てくれなかったことへの怨み

も十分あったと思われます。

妻 ・ミエの祖父パウロ氏は1999年 に85歳 で、一方祖母のヨシエ氏は2002年 に96歳 で他界。2人

の元気 な姿が今でも思い出されます。

(4)ア メリカに渡ったヨシエ氏の姉

ヨシエ氏の姉Bさ んも波乱に満ちた生涯を送っているため、少し話 をします。

萩尾の親類で玉名市からアメリカのカリフォルニア州へ渡っていた青年がいて、その両親が見

合い話を持ち込んだそうです。Bさ んが18歳 のときで、新郎がいない状態で結婚式を挙げ、花嫁

移住として渡米 しました。

渡米後Bさ んは、戦時中に収容所に収容 され、そこで子 どもを喪 うという悲しみに遭いました。

戦後す ぐに帰国しましたが、アメリカ生まれの子 どもたちは、日本語 をあまり知 らなかったとい

うことや当時の貧 しい日本を嫌って父親とともにアメリカへ戻ったそうです。一方Bさ んは、末

っ子の娘 とともに10年 間日本に残 りました。その娘は、ブラジルや日本、アメリカに親類がいる

ため、この国々を行 き来できる仕事として、アメリカエアラインズのスチュアーデスになったと

いいます。1960年 ごろの話です。

そのBさ んがブラジルに来た際、妻の母親 ・ジョアナマサコ氏の妹であるキミコ氏(ブ ラジル

日系3世)が アメリカの話しを聞き、ブラジルの貧 しさから逃れたい との思いからアメリカへの

花嫁移住を決意。すでにアメリカに住んでいたBさ んの三男 ・Cさ ん(ア メリカ日系2世)と 結
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婚するため、Bさ ん同様に写真を見ただけ、英語 もわからないという状況の中で、一人渡米する

ことにな りました。1966年 のことです。

今の三井家ですが、妻 ・ミエのお じにあたるツギオ氏は2006年 に他界 し、その息子2人 と娘1

人は、ブラジルで名門のサ ンパウロ大学に進学。ツギオ氏の妻 ・サキエ氏は母国語であるポル ト

ガル語をしっか り身に付けることを幼いころから子 どもたちに教育 したといいます。三井家では、

パウロ氏が健在のころから、家の中でもポルトガル語で会話をしていました。

(5)息 子たちが救った堀家の危機

ここから、妻の父方の話に変わります。

熊本市水前寺に住んでいた堀家では、妻の祖父 ・千城(た てき)氏 が以前から抱いていた移住

の夢をブラジルで果たそうと契約移民に応募しました。そのとき千城氏の姉の主人から、家を買

い取 りたいとの希望があり、千城氏の一番上の姉(当 時未婚)の 世話を条件に、市価の半値で承

諾。移住するためには、すべての財産を処分する必要があったため、その条件に応 じたそうですが、

その後ブラジルで借金に次 ぐ借金の苦 しい生活を、まだこのときは予想 もしなかったといいます。

1955年(昭 和30年)、 コチア青年(ブ ラジル日系農業協同組合が招聰 した青年たち)の 第1次109

名が同船するアメリカ丸で、堀家 も移住 しました。サ ンフランシスコからパナマ運河を経由して、

45日 間かけての船旅です。船内では退屈なため、甲板をリレー競争 した り、赤道祭として仮装 し

たりと、いろいろなイベン トを企画 して楽 しんでいました。新聞も発行 されていたといいます。

楽 しむだけではなく、渡伯 してからす ぐに仕事がで きるよう体がなまってはいけないという思い

もありました。大 きな土地を買って金持ちになるという、夢 を皆が抱いていました。

サントス港に着いた後、程なくしてコーヒーと養蚕を経営する日本人の農場へ配耕となりまし

た。「勝ち組」の思想が根強いバウルー市(Bauru)と いう町です。パ トロン(農 場主)が 日本人

ということで安心 していたそうですが、現実はその逆。朝はまだ暗いうちに起床(5時 ごろ)し 、

弁当とエ ンシャーダ(鋤)を 持って出かけ、暗 くなってから帰宅という毎日。カイコを飼ってい

たため、毒蛇が多 く家の中まで入 り込んで往生 していたそうです。

妻のミエの祖母 ・アヤカ氏が4人 の息子たちのために、お弁当におかずをいっぱい入れ持たせ

ました。おかず といっても干し鱈ですが、当時のブラジルでは高価な食材で した。す ぐに資金が

底を尽 くことになります。息子たちは、学生の身からブラジルに来たために労働者に成 り果てた

と、アヤカ氏は毎 日涙 していました。

7カ 月ほどが経って、妻の叔父のアキオ氏が馬か ら落ちて大けがをし、パ トロンにお願い した

にもかかわらず、医者へ連れて行ってもらえませんでした。千城氏 とアヤカ氏は、アキオ氏をリ

ヤカーに乗せて町の診療所へ1日 かけて連れて行 きました。この事件があってこの農場に見切 り

をつけ、1956年に別の町・バウルー近郊の ドゥアルチーナ市(Duartina)へ 移ることになりました。

カイコを歩合制でや り始めますが、借金がかさむ一方でした。借金 とともに家族を悩 ませたのが、

カスカベルという猛毒のヘビ。桑畑の中にヤシの木を割って壁にしただけの粗末な家だったため、

カイコを狙って毒ヘ ビが頻繁に家の中へ入ってきました。身の危険から別の農園への移転を余儀

なくされました。
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しか し、行 き先がなく困り果てたときに熊本出身の同船者の紹介があって、1957年 に、スマ レ

ー市(Sumare)で コーヒー園を営むイタリア人の農場 に頼み込んでいれてもらいました。「農場

の仕事はないが、住まいは貸 してもらえる」という条件でした。そこで初めて人間らしい扱いを

受けたといいます。あてがわれた住居に入ってみると、こぎれいな家でベッドがあ り、パ トロン

が神様に見えたそうです。アキオ氏の話では、学歴の高いブラジル人に初めて会ったといいます。

その後 も、その ときの恩を感 じて、パ トロンが亡 くなるまで毎年年末にあいさつに行っていたそ

うです。

借金が膨らみ、途方に暮れた日々を過 ごしていた堀0家 ですが、1958年 、すでに成功を収めて

いたカフェランジャ市(Cafelandia)の 萩尾氏の もとへお金の工面を依頼すると、快 く貸 して も

らうことができ、借金を返済することができました。これをさかいに堀家では運が向いてきたそ

うです。

決 して運だけではなく、ちょうど4人の息子たちが働き盛 りを迎え、家計をしっかり支えました。

長男で妻の父親で もある計介氏は、農業一本で生計をたて、二男のヤスチカ氏は手先が器用なこ

とを生か して技術者に、三男の紘0(コ ウイチ)氏 は商売を、四男の秋雄(ア キオ)氏 は商売か

らホテル経営者へ と、4人 がそれぞれの才能や技術 をいか して成功 を収めたことが堀家の飛躍の

要因です。

借金 を返 したあとは、 日本人が開拓 した東山農場(カ ンピーナス市Campinas)へ1959年 に入

植をし、野菜のアヘンダ(歩 合)を しながらこつこつ とお金 をためてい きました。1960年 にブ

ラジル政府は、大農場を小作人に分配するという農地改革、「ヘフォルマ アグラリア(Reforma

Agraria)」 を実行。その政策の一環 として、カンピーナス市にあった元コーヒー農園 「ファゼン

ダ カピバリ」を72区画に分けて格安で販売しました。堀家では、1961年 にこの土地を購入。こ

こまで苦悩の連続でしたが、「家族が力を合わせた結果」と4人 の兄弟は振 り返 ります。

その後、二男のヤスチカ氏は知人で製紙工場の経営者の もとで勤め、四男のアキオ氏も商売を

始めるため家を離れて行 きました。余談ですが、製紙工場の経営者の息子が、その体格の良さが

買われて日本で相撲取 りになったと聞いたことがあ ります。

1965年 に堀計介氏は、三井ジョアナマサ コ氏 と結婚。翌1966年 に、私の妻のミエが生 まれました。

ここにも不思議なドラマが隠されています。堀計介氏の母親であるアヤカ氏の母方の旧姓が萩尾

家。一方、三井ジョアナマサコ氏の母親であるヨシエ氏の旧姓 も萩尾家。実は両氏はいとこ同士

という関係です。堀家は男4人 、三井家は女4人 ということで、計介氏 とマサコ氏は、親同士の

間で、ひそかに結婚話が進んでいたそうです。今の時代からすると、 自分の知 らないところで結

婚相手が決まって しまうことに抵抗感を持つ ことで しょうが、当時の日系移民の社会では、こう

したケースが数多 くあったそうです。

(6)そ の後の堀家

カンピーナス市の農地を買って入植 し、野菜や果樹栽培を行っていました。ただし、果樹は収

穫 までに月日が必要なため、近 くの農場を借 り、3家 族 を使って トマ トを植 えて生計を立てまし
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た。 ところが仮 の住 まい とい うことで、竹 を柱 に粘土質の土 を塗 っただけの簡素な家で、電気 は

な く、夜 になる と治安 も心配 な ところで した。そのため、マサ コ氏 の母 であ るツタエ氏の助言 も

あって、1年 でその地 を手放 し、元 のカンピーナス市 の地に戻 ったそ うです。

1974年 に 四男 のアキオ氏 か ら農機 具や肥料の販売 を共 同経営 しようと誘われ、一家でパ ラナ州

のマ リンガ市(Maringa)へ 移 りました。大豆 を植 えた り、デ ィーゼルの燃料 を配達 していたそ

うです。 その後 オイルシ ョックを向か え、経営が悪化。 そのため、カ ンピーナス市 に戻 り、その

後 は畑 を管理 しなが ら、近 くの養鶏場 か ら卵 を買 い集め、市場へ 運んで販売 してい ま した。

1992年 、5人 の子 どもたち 〈ミエ(Mie)・ エ ジ ソン(Edison)・ マ ウ リシ オ(Mauricio)・ ア リ

セ(Alice)・ ジ ュ リアナ(Juliana)〉 が 大学へ通 うころ とな り、学 費 を得 るためや、その ころブラ

ジルで はイ ンフレが 月々80%も あ が るとい う事態 とな り、農業 では生計 が立て られな くな りま

した。そ こで1年 間、 日本へ出稼 ぎにい くこ とにな りました。その際、積極的 に出稼 ぎを希望 し

たのは、母 ・マサ コ氏。当時の 日本 を見 てみ たい とい う希望 があ ったそ うですが、父 ・計介氏 は

あま り乗 り気 ではあ りませ んで した。 ところが、マサ コ氏 は、近所仲間の奥 さんの誘いがあ って、

二人 して出稼 ぎのための準備 を始め ま した。介護施設 での仕事 を想定 して、サ ンパ ウロで介護研

修会 に出席 するな ど、積極 的に技術 や知識 を身につけ ま した。

結 果、父 ・計介氏 は、千葉の工事現場で、一方母 ・マサ コ氏は神奈川県小 田原市の介護施設で、

1992年 の 春か ら1993年 の 夏 まで の1年 半 、働 きました。 この就労 につ いて、 日本 の生活 が初 めて

だ ったマサ コ氏 にとって、あ ま り苦痛 ・苦労 とは感 じなか ったそ うです。 しか し、17歳 で 日本 を

離れ、40年 ぶ りに日本へ0時 帰 国 した計介氏 に とっては、精神的 に も肉体 的に もつ ら く感 じたそ

うです。一番の苦痛 は、 日本語が うまく伝 わ らなか った とい う もどか しさと、食べ物 が口に合わ

なか った とい うことで した。「ここは もう私が住 む ところではない。帰 るのはブ ラジルだけ」 と

実感 したそ うです。

マサ コ氏の話で は、介護施設 の中で 日本語が達者で ない 出稼 ぎ者 に対 する差 別的な こともあ っ

たそ うですが、「熊 本の田舎か らでて きま した」 と話す と、快 く接 して くれた とい うことで、 日

本 人の 「うち ・そ と」 の関係 を実感 しま したが、それ も思い 出の一 つ として、楽 し く語 って くれ

ま した。

(7)私 がブラジルへ、ミエが日本へ

私 ・栄壮は、1986年 に奈良大学文学部地理学科を卒業 し、大阪書籍㈱ に入社。文部省検定教科

書 「中学社会 地理的分野」の編集者として、1992年 までの6年 間勤務しました。この間、文部

省では、学習指導要領の全面改訂が行われ、地理的分野 も学習内容が大きく見直されました。こ

うした仕事に携わってい く中で、南米に多 くの日本人が移住 していることやその人たちが 日本へ

出稼ぎに来ていることを知 り、実際自分の目で確認 してみたいという希望が芽生え始めました。

サラリ._._マンを続けながら、長期休暇をとって現地へ行 くことはむずかしく、国際協力事業団(現

国際協力機構JICA)の 海外開発青年(現 ・日系社会青年ボランティア)制 度で南米へ行 く決心 を

しました。それまで培った編集 という特殊な仕事は、現地からの要望がないため、農業指導 とい

う立場で赴 くことに。そのため、海外移住 を希望する青年を1年 間かけて育成する制度 「海外移
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住研修生」として、横浜市磯子区根岸にあった海外移住センターに入所(海 外移住研修制度 も海

外移住センターも現在はありません)。 語学や移住の歴史、 日本大学農獣医学部で農業技術を学

びました。その後、一一時広島へ戻 り、広島県農業技術センターの花卉部で研修 を積み、1994年4

月にブラジルへ赴任 しました。活動期間は1997年3月 までの3年 間(現 在この制度は2年 間に短

縮 されています)で した。一時期、アルゼ ンチ ンへ赴任することを希望 していましたが、南米の

花事情を聞 くうち、ブラジルへの赴任 と決まりました。

0方 、妻 ミエは、カンピナスカ トリック総合大学土木建築課 〈PUCC(PontificiaUniversidade

Cat61icadeCampinas,EngenhariaCivil)〉 を卒業後、建設会社(PinaFigueiredo)に 就職 しました。「一

度は日本にいってみたい」という希望を持っていたところ、国際協力事業団(現 ・国際協力機構

JICA)の 海外移住子弟研修生の制度を知 り応募。合格 して、福岡県にある㈱長大で架橋設計を学

びました。研修先へ赴 く前の2カ 月間、横浜の海外移住センターで日本語と日本文化を学んでい

たとき、私 と知 り合 うこととな りました。その後、 ミエが1993年 に研修を終えるのを待って入籍

しました。

私は、1994年の春に海外開発青年(現 ・日系社会青年開発ボランティア)と してブラジルへ赴任。

サンパウロ州アチバイア市(Atibaia)タ ンケ地区でバラを栽培 していた青山農場(青 山明政さん、

当時46歳 、14.5ha)に 入 りました。青山農場は、バラの切花を中心に宿根カスミソウの栽培をさ

れていました。ブラジルのバラ栽培が、まだまだ露地栽培が主流の中、他の農場に先駆けてハウ

ス栽培を導入。バラの品質向上、冬場の収量増産に向けて努力されていました。農業資材は日本

の価格 と変わらず、現地では割高。そこで大工を農場内に雇い、木製のハウスを52棟 も自前でつ

くるなど、 日本では考えられないダイナ ミックな経営スタイルでした。私はここで52棟 のうち11

棟を受け持ち、 日々、バラの選定や仕立て方、収穫、農薬散布、肥培管理を現地の作業者 と一緒

に行いました。またブラジルの経済状態を考慮 しなが ら低 コス トによる生産方式の確立を目指 し

て試験も行っていました。

ミエ との新婚生活 もここからスター ト。現在の 日系社会青年開発ボランティアの制度では、赴

任期間中夫婦が一緒に暮 らす ことはできません。 ところが当時(旧 制度の海外開発青年制度)で

は、「活動終了後に移住」 という制度上の目的もあって、私たち夫婦は0緒 に生活することが認

め られました。初めての地で不安 も多かった私にとって、ミエが支えて くれたことは言 うまでも

ありませんでした。 ミエは当時まだ目新 しかったパソコンを使 っての経理を担当しました。パ ト

ロンである青山明政さんには、家族 ぐるみで世話 をしていただき、感謝の言葉 もありません。

ところが1年 が過 ぎたころ私が農薬中毒になり、国際協力事業団サンパウロ事務所所長の上杉

光則氏 と須田課長の計 らいで、青山農場を出てサ ンパ ウロ市の日本語普及センター(現 ・ブラジ

ル日本語センター)で 教科書作成と、日本語普及センター付属ジャバクワラ校で児童への日本語

教育を行 うことになりました。そのため、サ ンパウロ市 リベルダージ(Liberdade)地 区ガルボン

ブエノ街にアパー トを借 りて暮らすことになりました。期間中に赴任先を変えることは今の制度

では考えられないことで、当時の国際協力事業団サンパウロ事務所の方々に多大なご迷惑をおか

けしたと痛感 しております。

このとき、 日伯修好100周 年 という節 目の年 ということで、 日本語シンポジウムが行われるこ
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とにな り、私はその準備を任 されることになりました。1世 の方々が、移住 してまずつ くったも

のが学校。飲 まず食わずの状態で も日本語学校を作 り、次世代に日本語とともに日本文化 も伝え

てこられたことを知 りました。ブラジル社会には日系移民に対 して、「ジャポネース ガランチ

ー ド」(勤勉で真面 目な日系移民)と いう言葉があ ります。これは、日系人に対する信用 と信頼

を象徴する言葉です。1世 の方々が日本人 としての誇 りを持ってブラジル社会で生 きてこられた

証となるものです。ところが私は、「日本語を外国語 として どのように教えるべきか」 という教

授法ばかりに関心が向き、日本語学習に込められた日本文化の伝承という、1世 の方々の思いを

十分にくみ取ることができませんでした。日系社会を活性化させる任務でありながら、無神経な

言動 と、浅はかな情熱によって、日系の方々の心を踏みにじったのではなかいと、当時のことを

思い出すたび、心が痛んでなりません。

一方 ミエは、竹中工務店サンパウロ支社に入 り、工事の現場責任者 として活躍。大型ショッピ

ングセンターや日本食レス トランの内装工事、国際協力事業団サ ンパ ウロ事務所の移転に伴うリ

フォームなどを担当し、 日本での研修がここで生かされることにな りました。

(8)お わりに

私たち夫婦は、1997年 に日本へ戻 り、私はす ぐに広島リビング新聞社へ編集者 として入社 しま

した。一方、妻の ミエは、2人 の子育てが一段落 した2003年4月 から仕事をするために行動を始

めました。ハローワークの外国人相談コーナーで仕事を探 していたときのこと。ハローワークの

担当者か ら、ポル トガル語の通訳 ・翻訳をすすめられ、「日本で研修 をさせてもらったことに少

しでも恩返しができれば…」という気持ちか ら、広島労働局や裁判所、また広島県が運営する国

際センターの 「外国人総合相談窓口」で働 くことにな りました。日本 とブラジル両国のために微

力ながらでもお役に立つことが、私たち夫婦の責務だと思っています。

植木栄壮 ・広島リビング新聞社 取締役

ミエ ・広島県国際センター 外国人相談窓ロ
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家族史一B井 上 克 ・実 家

「私の家族 ・ブラジルと日本」(井 上克91才 ・実 長男64才)

(1)な ぜ?ブ ラジルへ

昭和初期、 日本経済は深刻な不況に見舞われ、多 くの 日本人達は国策に乗せられるように外国

へと夢を求め、南米や満州などへ次々と渡っていった。

そのような国内状況の中、父(克)の 姉婿にあたる岡本右作 さんもその一人だった。悉 く商売

に失敗 し、大借金を抱えどうにもならない状況で決意 したのが 「一撲千金」の夢 を叶えて くれる

であろう 「ブラジル移民」であった。

当時の移民制度には、一家に12歳以上の子供がいることが条件であった。 この条件 に合わない

場合、3親等以内で12歳 以上の子供が、構成家族員 として参加 している必要があった。0般 的には、

これがなかなか満たされず、断念せざるを得ない人達もいたようだ。岡本右作 さん一家にも12歳

以上の子供がいなかったが、幸いなことにその条件にピタリあてはまる少年がいた1甥 に当たる

私の父である。

父に白羽の矢が向けられたのは、ごく自然なことであった。と言うのは、そのころの父は、尋

常小学校の運動会では、何 をさせてもズバ抜けていた。走らせれば、ついて来る者はナシ。騎馬

戦は、大将。棒倒 しは、相手の肩から頭へ と一気に駆け上がって引き倒す。また、今で言 う 「課

外活動」はコレまた文字通 り 「課外活動」であった。「西瓜畑の西瓜割 り」、「航行中の連絡船の

船底へ潜ってのハイタッチ」、「肥壷ダイビング」等々。いつも大勢の子分たちを引 き連れて村内

を闊歩 し、「逸話」の絶えない少年だったらしい。岡山県小串村阿津 という小さな漁村では誰 も

が持て余 し、困った少年であった。

「ブラジルへ行けば、バナナが食べ られる」という一言に、5人 兄姉の末っ子だった父は即決

してしまったのだ。母の説得を振 り切って、「ブラジルはバナナが腹いっぱいに食べ られる国」

に岡本さん一家と、帯同することになった。ただ、「バナナ」欲 しさの決断であった。

同級生達の多 くは戦場に駆 り出され、村 を闊歩 していた子分たちの多 くは戦死されていること

を考えれば、日本に止まっていれば戦地に駆 り出され、「末っ子」、「勝ち気」、「年格好」からして、

第一線部隊への出征は間違いのない所であっただろう。

さらに付け加えるならば、岡本右作さんがブラジルを選択 したのも、大 きな分かれ道であった。

ご承知のように満州方面へ行かれた方達も多い。

仮に岡本さんが満州を選択 していたとすれば、岡本さん一家はもちろん、父の存在すらも危ぶ

まれただろう。

いずれにしても、命と引き替えに明日を生 きなければならない地と、少なくとも難行苦行はあ

るにせ よ、自らその道を切 り開いて生きていける地とでは、後の一生を大 きく左右することとな

り、ブラジルへの移民は岡本さん一家のみならず、父の運命までも 「生路」へと導き、そして 「バ

ナナ」こそが、父の大 きな運命の分かれ道を決定づけたのだった。こうして、ブラジル移民への

体制は整ったのである。

家族構成は、岡本右作(33歳)、 岡本小静(35歳)、 岡本賢太郎(9歳)、 岡本喜代志(8歳)、
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岡本幸 子(4歳)、 井上克(13歳)(構 成 家族員)だ った。

(2)行 くまで、ブラジルへ

当時、ブラジルへの移民が決まると日本全国の移住者達は移住教養所(後 の移住センター)へ

の入所が義務付けられていた。それ以前の移住者達は、各自神戸市内の旅館に泊まり、出発当日

乗船 していたらしい。 しか し、それでは移住者の把握や諸手続 きに支障を来たすので、新たに建

設されたのが 「移民収容所」(昭和7年 から神戸移住教養所 と改名)で あった。そこではブラジ

ルや他の国々へ移住する人達に対 して、ブラジル語の日常会話、移民先での生活ぶ り、移住者と

しての心得などについて教えるのを目的 とし、健康調査等 も行なわれた。

父達 も移住教養所の4階 の一室で1週 間過ごした。岡山の小 さな漁村から出てきて、始めて見

た神戸の街や坂道の上に讐える4階 建ての白い移住教養所の建物、すべてが興味を引 く驚きの世

界であった。4階 から見渡す神戸の町、そして当時高い建物 もな く神戸港から大阪湾を一望する

景色、建ち並ぶ渡航用品販売店の賑やかさ、さらに店内に並べ られた見たこともない商品の数々、

どれをとっても13歳の少年にとっては、すべてが別世界そのものだった。

研修期間を終えると、いよいよ日本か ら 「不安」 と 「希望」の入 り混 じった旅立ちである。皆

それぞれの思いで、日本での最後の一夜を迎える。父達も出発前夜、移住教養所前の坂を少し下

った洋食屋で、カレ.__.ライスを食べたそうだ。その時、岡本右作さんの 「コレが 日本での最後の

ご飯だな一。もう2度 と食べ られないだろう」 と、感慨深げに語った時には、さすがの父も涙が

あふれ出たらしい。

(3)さ 一 ブラジルへ

昭和7年12月 、ハワイ丸での出発当日。神戸港第四突堤。約800名 の乗船 も終 り、出航 を待つ

だけである。移民船 と岩壁の問は、幾重もの五色のテープで繋がれてお り、船上から見下ろす と

岩壁のコンクリー トはおろか、見送る人達の姿す ら五色のテープの下で見え隠れするほどであっ

た。突然 「ドラの音」が響 き渡った。岩壁からも、船上からも、0斉 に 「ウオー」 と岡(と き)

の声があがる。掛け合う声はそれまで と違って、より一層大 きくなってい く。「達者でな一」「ガ

ンバレよ!」から 「元気で帰って来いよ1」 「必ず帰って来いよ1」 と、もう二度と会うこともな

いであろう別れを、否定するかのようなそれに変わっていった。

縄(と もつな)を 解かれ誰知ることなくいつの間にか岩壁から離れ、波間を漂っていた移民船

は、「蛍の光」に送 られながら、ゆっ くりと動 き出した。いつ しか、どこか らともなく始ってい

た渡伯の歌(渡 伯同胞送別の歌)「 ♪行け行け同胞、海越えて、遠 く南米ブラジルに♪」の大合唱。

こうして神戸を出航 した移民船は、当時、インド洋からアフリカ南端の喜望峰、大西洋を横断

して南米へ と、一航海約56日 間の船旅であった。移民船は、香港、シンガポールを経由 してイン

ド洋へ抜け、コロンボからアフリカ大陸を目指 して、赤道を斜めに横切 り南西へと航海を続ける

が、空調設備などのない鉄板に覆われた甲板下の客室は、「人いきれ」 と遮る物ひとつな く船体

に降り注 ぐ 「太陽熱」で蒸せ返っていた。

穏やかな船旅が続 くうちはまだ良いが、大時化(し け)の 時もあった。激 しい時は20メ ー トル
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以上はあろうかと思われる大波が、絶え間なく襲って来る。波の頂上まで持ち上げられた船体は、

「スクリュウ」のカラカラとい う空転音 をさせながら船首から船尾をはるか上方に残 し、波底を

目指 し急降下 してい く。次の瞬間、青い海面は真 っ白な大波を立て大 きく左右に割れる。この繰

り返 しが延々と続 く。それに当然なが ら横揺れが加わるので とても独 り立ちはできない。食事時

は、食器類 を乗せたお盆が前後左右へ移動 し、お椀 ごとひっくり返ってしまう時もあった。もち

ろん食事など咽を通らない。いつ も賑やかな船内もこの時ばか りは人声 もなく、時々お互いに青

白い顔を不安そうに見合わせ、時化が過 ぎ去るのを空腹感 と睡眠不足で待つだけだった。

(4)い ざ!ブ ラジルへ

約2ヶ 月近い船旅 を終えて、翌8年2月 、移住者達はサン トス港に上陸 した。航海中、共通

の目的を持 った約800人 の人達には、日本で別れた親戚、知人 とは違 う 「別れ」が待っていた。

船中では、置かれた立場が皆同 じであ り、互いに利害関係 もなく、心からすべてを話 し合える良

き相談相手であっただけに、殊更に辛い 「別れ」であった。 しか し、「お互いに元気で頑張 り、

成功 していつか会お う」 という再会を期 した、希望に満ちた 「別れ」でもあった。

サ ントスからは、予め決められた各地の植民地へ列車で移動する。列車内では、これからブラ

ジルでの成功 と来航 を歓迎 して、モルタンデ..__ラ(ハムの一種)、 パステウ(鮫 子の大型判)と

フェイジョアーダ(豆 汁)等 々ブラジルの代表的なご馳走 を振舞って くれた。 しか し、今まで食

べたことのない妙な味の食べ物ばか りのため、ほとん どの人たちが車窓から投げ捨てたらしい。

半年 も経たないうちにその美味 しさがわかって、毎 日のようにたべるのではあるが…。

「各地の植民地」といっても良い広い国。列車で2～3日 の移動になる。ただし、駅舎に時刻

表があっても単なる数字の羅列に過ぎない当時の列車事情からして、時間と距離は全 く噛み合わ

ないのが普通だった。ひとたび駅に停車すると1～2時 間の待合せは普通で、原因を尋ねてみる

と 「前の列車が、止まっているから」 と、それくらいのことが分からないのか、といった顔つ きで、

実に 「的を得た」解答が帰ってきた。現地の乗客 も 「それなら仕方がない」と、不満もない様子。

サ ンパウロを中心に入植先のある鉄道沿線 はノロエステ線、パウリスタ線、モジアナ線、ソロ

カバナ線がその代表であった。岡本さん一家はソロカバナ線沿いのバス トス(Bastos)に 入植 した。

日本を発つこと60日間、2月 は日本 とは逆の夏、長旅の末ようや くたどり着いたバス トス植民地

は、まるで今までの不安を打ち消 し、希望 と夢 を叶えて くれるような一面の 「綿畑」であった。

「何処まで続 くのだろう?」 と、思わせる紺碧の空。限 りなく続 く空の青さを遮るように馨蒼

と茂った森の緑黛。その麓から鮮やかに一線を画 して、なだらかな起伏を繰 り返 し、点々と立つ

木々を囲みなが ら目の前に迫る綿畑の緑色。今 まで見たことのない壮大な 「大自然」であった。

(5)あ 一 あ一 ブラジル

あてがわれた小屋で荷 を解いた翌 日、自分達の畑 を下見することになった。乗ったことのない

馬に現地案内人と 「二人乗 り」で、前 日見た広大な大 自然を肩越 しに眺めながら時間の経つのを

忘れていたころ、たどり着いたのが森の端であった。そこでの案内人の一言は、

「ここから幅20m、 奥行 き500mが 開墾地だ」。

一53一



総 合 研 究 所 所 報

それまで 「農作業」を行なうもの とばかり思っていた岡本さんは、「森林の開墾」とは考えも

しなかった。遠目には欝蒼 とした森であるが、覗き込んでみれば直径1mは あろうかと思える大

木に蔦が絡まり、さらに根元を覆い隠すように、身の丈以上 もある雑草の群生であった。それら

が1万 ㎡の中に点在 しているのだ。さらに一歩踏み入れたそこは、亜熱帯林独特のムーッとした

湿気 と臭い。辺 り構わず飛び交う訳の分からない虫の騒め きに、それらを捕 らえようと張 りめ ぐ

らされた蜘蛛の糸。足を踏み入れることす ら躊躇するような茂みであった。

どうにもならない悪童だった父はどうであっただろうか?さ ぞか し 「こんな仕事出来るか」

とばか りに投げ出すかと思い きや、逆にその 「悪童ぶ り」の矛先 を 「開墾」へと向けていった。

岡本さんは、日本からのわずかな持参金を持って、早速、町で道具 をそろえ、開墾に取 り掛かっ

た。まず、雑草、小木などを、ホイス(錠 の一種)と ファッコン(大 型の刀剣)で 、下刈 りしな

ければならない。道具は当然すべて大人用に作 られているため、父はまだ良いが、賢太郎 と喜代

志にとっては非常に扱い難かったようだ。 しか し、父はその悪童頭ぶ りを発揮 して、ひるみがち

だった賢太郎 と喜代志を引っ張っていった。

雑草、小木などの下刈 りを済ませ、次に取 りかかったのが立ち木の伐採である。直径1m以 上

もある大木の伐採であるから、並大抵ではない。それらはすべて自己の耕作地内に倒 さなければ

ならない。出来るだけ地面に近い所を見計 らって倒すべ き方向か ら、2人 でマッシャー ド(斧)

を交互に打ち振るい、切 り口を少 しつつ深めていき8分 通 りきた ところで、反対方向から切 り口

を入れる。そうすると思う方向へ倒れていくはずだが、仲々うまくはいかない。伐採 した木々は

枝を払い、4～5mの 長さに切断 してい く。これには、 トランサ ド(長 さ2mほ どの両引き鋸)

を使用する。 トランサ ドは、両側から2人 で引き合いながら切断するが、まだ身の丈の低い賢太

郎、喜代志にとっては到底無理であった。当然岡本さんと父の仕事になる。こうして切断した木々

や枝は一度に焼いてしまうのだが、この時の 「火煙」は相当なもので紺碧の空が一面黒い煙 に覆

われて、それが何日間も続いた。

こんな重労働の中、岡本さんや父親 を非常に悩 ませるものがあった。「ビッショ」や 「毛ビッ

ショ」 という虫だ。農業に携わった移住者達の問では、知る人ぞ知る 「有名虫」である。「ビッ

ショ」は爪と皮膚の間に潜 り込み卵を生むが、その時の 「かゆみ」は半端ではな く、瞬 く間に 「増

殖」 して手に負えなくなる。最初は 「かゆみ」が生 じ、成長 してくるとその部分が徐 々に膨らみ

始め、皮膚の内側を噛みつ き 「チクチク」とした痛みが始る。その時はすでに手遅れになってい

る。それを皮下か ら取 り出すのであるが、切開 して取 り出そ うとしても人体に食らいついて容易

には離れない。相当な痛みを覚悟せねばならない。

このように肉体労働を行なうには最悪の条件であ り、蚊や虫 と戦いながらの想像 を絶する重労

働は、移住者達の 「ブラジルへの希望と夢」を、瞬 く間に消失 させてしまうものであった。耐え

きれず夜逃げをした人、精神障害を来た し、いつの間にか行方知れずになった人、ブラジルへ移

住 したことによって、残 りの人生 を不本意に送らざるを得なかった人たちも、相当数にのぼるも

のと思われる。

こうして2～3ヶ 月経ったころ、借金まみれで移住 した岡本 さんは、多少の日銭はもらってい

たようだが、「半人前の賃金に、二人前の食い扶持(ぶ ち)」では、日本からの持参金も底が見え
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出した。そこで、毎日の行 き帰 りに通る小川で泳 ぐ魚を見て思いついたのが、「かまぼこ」であった。

育った漁村の隣家が 「かまぼこ屋」だったので手伝っていたことを思い出して 「かまぼこ」を造

り、日銭を稼いだ。

「かまぼこ」には魚が必要だが、0日 中魚釣 りをする訳にもいかない。そこで試みたのが、ロ

ープの先に針状に直径5cmほ どに曲げた有刺鉄線を紐で結び、その先に3cm角 ほどの豚の切 り身

を引っ掛けるという、まるで 「鯨でも釣 りに行 くのか?」 と思わせる 「仕掛け」である。 もちろ

ん樟は天然物で、川を覆っているころあいな木の枝にロープを縛 り付け、それを流 して置 くだけ、

という手間要 らずのもの。早速、朝仕事へ向か う途中、立ち木の枝に5～6本 を仕掛けて、帰 り

にロープを引き上げてみると、「おるワ1、 おるワ1」、なんと全部の有刺鉄線の釣 り針に体調80

cmは あろうかという魚(現 地名=ピ ンター ド)が 、ぐった りとしていた。

「さすがにブラジルは大 きい国、釣る道具 も桁外れであるが、釣れる魚もデカイJと 、思いも

依らぬ釣果に皆は大喜び、笑いの渦だった。もちろんこの 「ピンター ド」は頻繁に食卓をにぎわ

していたが、一方 「かまぼこ」も、まさか地球の反対側まで来て 「口にできるとは」 とい うこと

で日系人の間で評判になり、結構日銭の足 しになったらしい。

こんな状況が10ヶ 月ほど経 ったころ、岡本さんは、いつまで も先の見えない伐採仕事 と、底

の見えてきた日銭稼 ぎに不安を抱 き始めていた矢先、ある地主から借地の話が持ち上がった。こ

の話をまとめた岡本さんは、直 ぐ引っ越すことに した。そこはサ ンパ ウロ州の地方中核都市プレ

ジデンテ ・プルデンテ(PresidentePludente)近 郊で日系人が多いところであった。ここも紺碧の

空にi蒼 と茂った緑黛の森。始めにバス トスで見た光景 とは、何 ら変わっていなかった。しかし、

「綿畑の緑色」は、身の丈ほどもありそうな一面の雑草畑であった。

さらに困ったことにこの畑には住む家がなかった。日本か ら持ってきた所帯道具のうち、とり

あえず必要でないものをすべて換金 し、最低限の農機具、道具だけは揃えたが、家 を建てるほど

の余裕はもうなかった。急ごしらえの 「家」は、寄せ集めた木材を芯に、ヤシの葉で壁 ・屋根 を

覆い被せただけ。ヤシの葉の隙間か らは星空が見える代物であった。床は土をならしただけ。雨

でも降れば家の中は大洪水。風呂といえば、拾い物の ドラム缶を輪切 りにして、それを石の上に

乗せ、下から薪を燃やす。当然、家の中で風呂を湧かす訳にはいかない。焚けば、たちまちヤシ

の葉に燃え移るので、風呂は屋外である。 しかも火が燃え移らないように、住居からかなり離 し

て置かなければならない。

(6)よ しっ!ブ ラジル

こうして、どうにか生活の基盤ができ、いよいよ 「自分達の畑」で綿の栽培を始め られるメ ド

が立った。 しか し、時期は1月 であった。「綿の種まき」の時期である10～11月 は過 ぎていた。

その年の10月 に 「種まき」をしたとしても、収穫が翌年の4月 頃になる。岡本さんにとって、1

年以上無収入で暮 らさねばならない。だが 「収穫さえ上がれば」という今までになかった大 きな

目標ができたので、自ずと 「開墾」に力が入 り、取 り敢えず伐採から始めた。

そこにはバス トスで得た経験が生かされていた。父は、マッシャー ドを使っての立ち木伐採か

ら、2人 で引き合う トランサ ドを使っての切断、さらに埋め込むための穴掘 りまで、ほとんど0
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人でこなした。賢太郎 と喜代志 も、手に負えなかった作業を徐々に身につけ、自分が成すべき作

業を理解 し始めたことは大 きな成長であ り、岡本さんや父にとって大助かりであった。当然なが

ら、能率もずいぶん良くなっていった。約2ヶ 月におよぶ伐採が終 り、次は雑草畑の草刈 りである。

だが、この草刈 りは容易ではなかった。 トラクターで もあれば見る間に終わって しまうが、当時

はそんな機械 もなく、すべてが人力であった。

暮らしぶ りはほとんど無収入。「かまぼこ」があるとはいえ、 とてもおぼつかない。日本か ら

の衣服は、大半が気候の違いで役に立たず、使える薄手の物 も、過酷な労働に耐えきれず 「継 ぎ

接 ぎ」。それも消耗が激 しいので、半年 も経たないうちにほとんどなくな り、とうとう仕事着1着 。

「食」の方は入植直後、憧れの 「バナナ」を毎日食べていた父 も、今度は否応な く 「バナナ」が

主食に変わってしまい、明けて も暮れても 「バナナ」の生活だった。他の人達 も毎夜 「ロープの

仕掛け」に釣 られたピンター ドの連続であった。ただ、ブラジルは果物が豊富であるため、自然

の食料だけでもある程度は暮 らしていけるので大助か りだった。

しか し、ついに借金生活 も底 をついてしまった。岡本さんも行き着 くところまで行ってしまい、

仕方なく移住者の間ではあまり評判の良くない商売人に頼み込むことにした。精神的にいちばん

惨めな時期であった。あの頃ほど滲めな思いをしたことはなかった。

初めて 「綿花の栽培」を始めるので、すべてが他人からの伝授による 「栽培」とな り、どうし

ても今一歩何かが足 りない部分が出て くる。さらに10万㎡に及ぶ綿畑の管理は、岡本さん一家を

見た場合、少 し無理があると思えた。当然の結果として綿の作柄は、他と比較してかなり見劣 り

するものであった。 しかし、どうにか人手を借 りずに岡本さん一家だけで、「綿摘み」が可能な

程度の収穫があり、わずかばか りの現金を得ることができた。岡本さんにとって、日本を離れて

初めて手にした、まとまった現金であった。

ふり返ってみればこのわずかな現金を得るまで、 どれほどの労力を使い、すべてをかなぐり捨

て、見知らぬ人達にまで何度も頭を下げ工面を乞いに行ったことか。それは、生活程度の低さと、

日本で夢見ていたブラジルでの自分達の姿を重ねた時、あまりにも惨めで大 きくかけ離れたもの

であった。

それだけに岡本さんは、この現金の使途には、熟慮を重ねたことだろう。思いあぐねた末、借

地代を1年 待ってもらい、借金の返済なども猶予を頼み込むことにした。わずか1年 ではあるが、

綿栽培で得た経験と教訓による揺るぎのない自信から生まれるその態度、所作は、十分相手を説

得させるものであった。

説得に成功 した岡本 さんは、農業を営む上で最も必要な 「馬」 と、家畜としての 「豚」「鶏」

をそろえなければならないと判断し、そのわずかばか りの現金で、物色を始めた。「馬」は労力

としてだけではなく交通手段 としても必要だったが、いちばん高価なものであった。大金を払っ

て買 うほどの余裕はなかった。そこへ 「若 くて安い馬がある」 と言 う現地人の奨めで、何 とか手

に入れることができた。実際かなり安い 「バロン」である。これで農作業はずいぶん楽にな り、

広い畑で手綱 を引けば素直に反応 し、実に従順な馬 「バロン」のお陰で農作業もより以上に順調

に進み、万人の力を得た気分だった。

「馬」 を導入 したことにより、畑の草刈 りもずいぶんと楽になり、余った時間は他の日系人の

一56一



池田:ブ ラジル移民の研究

所へ 「日銭稼ぎ」や例の 「かまぼこ」売 りに回り、食いつないで行 くことができ大助か りであっ

た。一方、「豚」や 「鶏」は繁殖 させた り、卵を生ませたりして食用 として飼っていた。「豚」か

らは石鹸を作ったり、食用 としても十分なカロリーを得ていた。

やがて、2回 目の種 まきの時期がやってきた。皆にとって恐らく、それは前年の経験からして

待ちに待った 「種 まき」であった。「プランテーラ」(種 蒔き機)も 増や し、種や機械の運搬はす

べて馬にやらせ、害虫の消毒 も前年の失敗や経験をうまく活かすことができ、害虫対策にも抜か

りはなかった。

このように、経験から学んだことを活か し、小まめに管理を続けていった。そ して綿の生育ぶ

りか ら、そこには何かを期待させるものがあった。

(7)お っお一 ブラジルにも?・ ・綿の大豊作 と運命の悪戯

冬のないブラジルに春がやって きた。

入植 して3年 目

気候にも恵まれ、下働 きの努力のかいあって、「綿の大豊作」であった。身の丈ほどあった雑

草畑、未開墾の密林は見事に緑の綿畑に変わっていた。やがてポツンポツンと開き始めた綿花は、

日を追うごとに増え続け一斉に開花 し、一面白い綿で覆い尽 くされたのであった。その光景を眺

めながら岡本さん達は、さぞかし大喜びであっただろう。綿をひとつひとつ摘んで、腰にぶら下

げた麻袋に詰める 「綿摘み」にも力が入ったに違いない。丹精を込め育てた綿花だけに、この時

期、雨と害虫の被害を受けると取 り返 しがつかなくなる。短期間に終わらせなければならず、 と

ても自分達だけでは間に合わないので、現地人を4、5人 雇い、無事収穫を終えることができた。

そ して、現地での借金をはじめ地代 まで返済して しまい 「住まい」 もいつの間にか板張 り内風

呂つ きで、 トイレも完備 した立派なものに変わっていた。「綿の大豊作」は4年 目も続 き、日本

での借金も全額返済 し終えた。それにもましてこのころか ら父は、もはや誰にも引けを取らない

体力と気力で、岡本さん一家を引張っていき、賢太郎や喜代志 もそれにつられるように一一人前以

上の働きをするようになっていた。18才 の父 ・14歳の賢太郎 ・13歳の喜代志であった。

しか し、この直後、思いもよらぬ事態が発生 したのである。

「岡本家次男 ・喜代志の死」

喜代志は引っ越 した直後から 「足が痛い、足が痛い」と訴えていたが、近 くには医者がおらず、

仮にいたとして も土地の購入に大 きな借金を抱えた直後だっただけに、急場の治療費の工面がで

きなかったろう。父 も賢太郎 と喜代志3人 でこれからの生活を支え 「大農場」を夢見てはばたき

かけた時だけに、その落胆ぶ りは相当なものだったようだ。今でも 「あの時、す ぐに医者へ連れ

て行けば、助かった命だったのに…。お金がなかったばかりに、喜代志には本当に可哀想なこと

をした。」 と、思い出しては涙ながら悔 しがる父である。

(8)や れやれ ブラジル

道筋が決まりかけ、「いざこれから1」 と言う時に働 き手を一人失った痛手は大きかったが、「喜

代志の分 も頑張 らねば…」 と、父や賢太郎の 「綿栽培」に対する気構 えをさらに強 くさせるもの

一57一



総 合 研 究 所 所 報

になった。

2年 間、作業効率の悪い土地にもかかわらず必要に応 じて現地人を雇い、父や賢太郎の奮闘 ・

努力の結果、収穫は前の借地を大 きく上回り、年々増加 していった。もはや揺るぎのない立派な

「綿栽培農家」 となっていた。

このような土地でさえ立派に収穫が上がるのであれば、もっと効率の良い土地なら数倍の収穫

が見込める上、この勢いに何 としても乗っていかなければならない。さらなる飛躍への大 きな転

機にきていることを感 じていたのは、岡本さんだけではなかった。バス トスに入植 して以来共に

苦労を分かち合い、岡本さん一家を外から眺めていた 「松崎氏」 も、その一人であった。彼は自

分の畑の隣が売 りに出るのを知 り、早速岡本さんに勧めた。場所はペ ンチャー ドという所で、面

積は50万㎡であった。(約700m四 方の土地 ・前の土地の5倍)。

多少の躊躇はあったが、岡本 さんは購入することにした。やっと自分の納得できる土地を手に

入れることができたのである。ペンチャー ドはボァ ・ビスタの土地 と違って緩やかな起伏はある

ものの、非常に効率の良い土地であった。松崎氏 をはじめ、何十家族もの人たちが同 じように 「綿

栽培」を行なってお り、その光景は正に彼達が初めて見たバス トスの風景を超えるものであった。

見渡す限 り紺碧の空 と綿畑だけで、どこを見渡 しても空 と畑が接 していた。「どこまで続 くのだ

ろうか」 と思わせる、一面の 「綿畑」であった。

父や賢太郎の 「みなぎる意欲と競争心」を掻 き立てるには、十分な環境であった。現地人を大

勢雇い、父と賢太郎は先導とな り引っ張っていった。単0面 積あた りの収穫高は、周 りの農家 と

比べて問題にならないほど群を抜いていた。この頃になると、計画的に作業を進め られるように

なり、父や賢太郎は日本人青年団に所属 して、野球や互助活動に参加するほどに余裕がで きてい

た。野球チームに参加 していた父達は、賢太郎が四番 ・ピッチャー、父が三番 ・キャッチャーと、

中心的な存在であった。

岡本氏が日本で描いたブラジルでの自分の姿を、漸 く実現するまでにいたったのである。苦節

8年 目にしてであった。

(9)ブ ラジル生まれの二世モモ子さんとの結婚

そして5～6年 過ぎた頃、独立願望が強かった父は、縁あって昭和18(1943)年 に江藤モモ子

と所帯 を構えることになった。この人が私の母である。因みに、母方の江藤家(祖 父)江藤 勝太郎、

(祖母)モ ヨは、大正2年 、移民が開始された初期に、福岡県浮羽郡から新婚でブラジルへ渡った。

モモ子は、江藤家の長男 ・勝、長女 ・薫、に続 く次女である。したがって、母はブラジル生 まれ

の二世、私達は戸籍上三世 となる。江藤家が入植 したのはノロエステ線のリンス(Lins)と いう

所であった。

(10)出 来た!ブ ラジルっ子

しばらく岡本さん一家と共同で綿栽培を行なっていた父達は、新たに畑を借 りて耕作を始める

ことになった。場所は、やはりプレジデンテ ・プルデンテ近郊のノヴァ ・アメリカであった。戦

時中であ り 「薄荷(ハ ッカ)」の需要が非常に多いのに目を付けた父達は、その栽培 を手がけた。
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しか し、戦争の大勢が決まりかけると共に 「薄荷」の需要は急速に落ち込み、ものの見事に失敗

して しまった。

この間に長男(一 郎)を 出産したが仮死状態で、この世の光 を受けることなく土に還っていっ

た。続いて翌年、第二子 長男 ・実(著 者)を 授かった。この時も助産婦が間に合わず、ただ 「出

産の経験がある女性」 ということで、隣の黒人女性が私を取 り上げた。全 くの自然分娩である。

出産後 といっても、母(モ モ子)に とって産後の休暇はな し。4日 目から母子共に、畑仕事に出

かけなければならない という厳 しい現実。農作業中は日傘を差 して寝かせておき、様子を見なが

ら母乳を与えていたが、影を求めてやって くる虫たちに皮膚を刺 されたり、蟻などは鼻や口の中

まで入 り込んだ りした。このような状況では、畑仕事もなかなか手に就かなかっただろう。やが

て半年ほど経つと、子供を家に置いたままでの畑仕事であった。母にしてみれば、赤子をひとり

置いて畑仕事に出掛けるのは、やは り後ろ髪を引かれる思いだっただろう。

第0子(一 郎)を 失った両親の 目に毎 日続 くこの光景は、もはや農業からの撤退に拍車を掛け

る他の何者でもなかった。「薄荷栽培」の失敗もあ り、農業 も時代 と共に少 しずつ変化 してお り、

「豊作貧乏」にも悩まされていた。

もはや、この地で農業を続けること自体を考える時期に来ていた。いろいろと構想を練った末、

岡本氏はサンパウロ郊外で野菜の栽培をすることになった。一方、父達は雑貨商を営んでいた石

橋豊臣さん(ア ルバレス マッシャ ド市)や 中村和夫 さん(プ レジデンテ プルデンテ市の隣接

町ピラポジンニョ)の 勧めもあ り、また元来の商売好 きも手伝 って、中村和夫さんと同じ町のピ

ラポジンニョ(通 称=ピ ラポ)で 雑貨店を営むことになった。

こうして、約13年 余りに及ぶ暑い土地での辛い農作業に別れを告げることになった。それは入

植以来、賢太郎 と0緒 に青春 という人生の最 も華やかな時期に共に苦労を重ね、悲 しみや喜びの

すべてを分かち合い、見事に花咲かせた岡本 さん一家と父との惜別の時でもあった。

苦節13年 目であった。

(11)い いそ!ブ ラジル

雑貨店を始めることになった父母は、潤沢に資金があるわけでもな く、開業準備に相当な資金

を要 したため、仕入にも事欠 くほどであった。棚 には商品がパラパラの状態。それでは商売にな

らないのでいろいろ考えた末、拾ってきた空き缶や空箱を商品の問に並べ、どうにか店らしい構

えに見えるようにした。汚れているそれらを現地人が、安 く買おうとすれば、「アレは見たとお

り汚れている。コッチの方がキレイだ。キレイということは新 しいということだ。」 と強引に押

し奨める父に、妙に納得して買っていったそうだ。

ピラポは小 さな町だったが、郊外には日本人の大きな牧場や農家が多 く点在 してお り、そこに

勤める現地人達の食事や日用品は、雇い主が揃えることになっていたので、そのほとんどが トラ

ック単位で、一度に大量の買付けであった。徐 々に品数、種類 も多 くな り、「日本人」だという

ことで仕入れ関係にも信用がで き、商売 も軌道に乗 り始めた。 どのような日用品でも揃えておけ

ば、一度に全部捌けてしまう。商売 としては非常にや り易かったようだ。

一度に大量に買い付けるため、ピラポだけにある特定の品物が、突然なくなってしまうことが
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よくあ り、特に 「米」はその最たるものだった。父は、普段からサンパウロ州内を駆け巡ってい

る仕入先の営業マン達から、半径200～300km以 内の町の商品市況を聞いており、「どこの町のど

この店に、どのようなものが余っているか」を把握 していた。ある品物が少なくなると、その営

業マンを通 じて早速現金を持って買い付けに走る。昼間は店が忙 しいので、当然夜駆け朝帰 りに

なる。そして、ピラポにその商品がな くなる頃を見計らって、小出 しにして売った。

こんな商売のお陰で、2年 も経たないうちに20m×40mの 土地を購入 し、そこへ倉庫 と店舗 と

住居を無借金で新築 して しまったのである。それは目先が利き、努力を重ね、信用を得た証でも

あった。さらに商売には相手 と話す言葉が大事だが、それには2世 の妻モモ子 さんの役割が大 き

かった。

ある時 「大きな幹線道路の工事が始る」 ということを知ると、爆破に必要なダイナマイトの販

売許可を得るため奔走 し、2年 掛 りでようやく手に入れた。中核都市のプレジデンテ プルデン

テにも売っていないダイナマイ トが、こんな小 さな町で売っている、 というのでたちまち評判に

なり、それにつれて雑貨もさらに飛ぶように売れていった。

雑貨店を営みはじめた頃は、日本では太平洋戦争の終戦を迎え、大 きくその方向を変えようと

していた時であった。

地球の裏側のブラジル。その田舎の小 さなピラポで も、終戦の影響 を受けた。いわゆる日系人

同士の 「勝ち組」、「負け組み」の対立である。 日本は戦争 に勝ったのだと主張する 「勝ち組」。

日本は戦争に負けたのだとする 「負け組」。「勝ち組」の論拠は、日本は 「この戦争に負けて、勝

ったのだ」というもの。はなはだ理解に苦しむものであるが、戦前の学校教育の有 り方を考えれば、

その論争根拠は間違っていたとしても、戦争に負けたことをそのまま素直には認め難いものがあ

ったのだろう。「神国」 日本は、有史以来 「蒙古襲来」や 「日露戦争」に見るように、外国との

戦いに負けたことがない、 という徹底 した教育からしてである。一方、「負け組」は、事実を認

めようとしない 「勝ち組」に対 して、神経を逆撫でするような態度や言語を取 り、さらに戦前の

日本において国民に崇められていた 「昭和天皇」への誹諺中傷を続け、「勝ち組」の反感を買 う

結果となってしまった。この 「勝ち組」「負け組」の対立は一時深刻なものになっていた。小競

り合いは頻繁で、時にはそれがエスカレー トして、「離縁」や 「殺人事件」にまで至ったことも

あった。また、「勝ち組」の中には、 自分の目で確かめた くてわざわざ帰国し、敗戦国日本を見

て神経障害を来た し、自殺 した人までいたという。

ただ、常に 「負け組」が被害者になっていた。父は、カチカチの 「勝ち組」だった。その トラ

ウマか らなかなか抜けだせず、昭和31年8月 日本に帰国 した時、神戸港に停泊していた米軍の軍

艦を見て、初めて敗戦を実感 し納得 したそうだ。

(12)あ りがとう!ブ ラジル(ム イ ト オブリガー ド)

戦後6～7年 が経ち、雑貨店も軌道に乗 り、貯えもそれなりにできて、夢だった牧場の構想を

練 り始めていたころ、ふと思い出したのが 「母」のことだった。「母の元に、帰 りたい」の一念

だった。入植直後、布団の中で、ヤシの葉の壁の隙間か ら星 を眺めなが ら、思い出すのは 「母」

のことばか りだった。13歳 で親元を離れ、毎 日の過酷な労働に、自分だけが 「岡本家の人間では
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ない」という負い 目もあって、誰にも甘えられず、気持ちの持って行 き場のない、ただ働 くだけ

の日々だった父にしてみれば、自然 に湧 き出て くる 「思慕の念」だった。そう思うと、居ても立

ってもお られない。早速、雑貨店の買い主探 しに奔走 した。幸い近郊の大牧場主が名乗 り出て、

交渉がうまくまとまり日本帰国が決まった。父達にすれば、母親の年齢、私達子供の年齢(長 男

の私が11歳)、 その町の将来性などの状況を考えると、「今 しかチャンスはない1」 と判断 したの

だった。今思えば、あの時期に帰国していなければ、恐らく家族全員での日本帰国はあ り得なか

っただろう。よくも思い切ったものである。 もちろん、帰国には母の英断が非常に大きかった。

知人、親戚は皆無の異境の地で11歳 の私を筆頭に、幸子(9歳)久 子(7歳)章(5歳)恵 子(1

歳)5人 の子供 を、それまで とは全 く違う場所で育てなければならない。そのままブラジルに止

まれば、経済的な心配もなく、周 りからは 「ドナ マリア」、「ドナ マ リア」 と慕われていたの

が、全て変わってしまう。

「勇気のある決断」だった。

昭和7年12月 、神戸 を 「はわい丸」で出発。昭和31年8月 神戸に 「あふ りか丸」で帰還、往路

はアフリカ経由。復路はパナマ経由。24年 に渡る地球0周 の長い旅であった。努力 を重ね 「=運」

と 「人」に恵まれ、それが見事花開いた父にとって、ブラジル移民は長かったが 「貴重な旅」で

あった。

帰国後、古里 「岡山」の母 「小金」への報告は、言葉でこそ一言もなかったが、親類縁者たち

が取 り囲む中、あれほど母に会いたがっていた父は、自慢の家族達 と、ただ無言のまま座った。

24年 間耳にすることのなかった年老いた母 「小金」の 「よ一頑張ったの一」の一言に、マッシャ

ー ドやエンシャーダを握 った両手は固 く握 られ、小刻みに震えていた。その拳には大粒の涙が、

両肩の震えと共に止め処なく落ちていた。父の流す涙、一粒一粒には、辛かった24年 間の思いと、

母 「小金」に対する思慕の念が溢れるほどに詰まっていたに違いない。その時私が初めて見た父

の涙は、今でも鮮明に記憶 している。

母 「小金」は、私達の帰国2年 後に他界されたが、父達の 「大決断」により、どうにもならな

かったあの末っ子 とその家族達と再会を成 し得、歩んだ人生の報告を受けたことは、反対 を押 し

切ってブラジルへ旅立った親不孝に、有 り余る程の孝行であったのは疑 う余地がない。立派に成

功 して帰ってきた我が子の姿を見て、何一つ思い残す事無 く逝った事だろう。

帰国時の私達の家族構成

父 ・井上 克(36歳)、 母 ・モモ子(34歳)、 長男 ・実(11歳)、 幸子(9歳)、

久子(7歳)、 章(5歳)、 恵子(1歳)

帰国後の私達家族は、父の努力と母の辛抱強 さの甲斐あってこれまでやって来られたが、やは

り当初かなりの混乱 と戸惑いがあった。父の古里、岡山市阿津に0時 身を寄せた私達であったが、

私 と幸子はブラジルで日本人小学校へ も通っていたのでそれほど苦にならなかったが、久子と章

は学校での言葉の問題等で登校拒否を起 こし、ずいぶん母を困らせたようだ。

ここで母のことについて少 しふれてお きたいと思う。母は幼い頃から畑仕事に明け暮れ、父 と

0緒 になってからも私を宿 しながら百姓で身を粉に して働 き通 した。商売 を始めてからも、深夜

まで商品の値札を付けた り、ブラジル語が堪能でなかった父に代わって現地の人達の対応に追わ
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れながら、5人 の子供 を出産 した。恐 らく気の休まる時などなかったのではないだろうか?、 や

がて落ち着いた頃に父が 日本帰国を決意。

母にとって母国とは言え、それは 「異国での再出発」といった方が正 しかった。 日本語の読み

書 きの不 自由さに加え、世界で も稀にみる日本独特の生活習慣。そんな中で5人 の子供を育て上

げ、独立させるには相当に惨めな思いもし、又辛かっただろう。惨めさと生活環境のあまりの変

化についていけず、思いあまって何回か末っ子の恵子を連れて神戸港の岩壁へ も行ったらしい。

様子を心配してブラジルか らも母親 ・モヨと義妹 ・瑞江も訪日して励ました。おかげで、月日の

経過と共に徐々に日本に慣れ親 しみ、落ち着きを取 り戻 していった。昭和60年 私達が皆独立した

頃には、もはや完全に日本人になりきっていた。

だが一方で、この頃か ら母の中には誰 も気付かなかった別の闘いが始 まっていた。リュウマチ

との闘いであった。以来20数 年にわた り、薬の副作用に始まって、悪性癌の摘出、誤飲性肺炎な

ど、身体の心臓を除 くほぼ全機能を病魔に侵 され、何度 も危機に直面 した。医者からも幾度とな

く最後通告を受けなが ら、それを悉 く克服 して きた。 しかし、平成17年12月27日 午後8時20分 永

眠 して しまった。

帰国 した翌年、神戸に移った私達は少 しずつ落ち着 きはじめ、生活の安定を求めて父は借家を

4棟 購入 した。ブラジルとの貿易を強 く望んでいたが、アレコレと模索 したがうまく行かず、「国

内で有望な産業は何か」を考察 した結果、手掛けたのが 「住宅産業」であった。2年 間土木関係

の仕事に従事 し、その賃金とブラジルの残 り資産で分譲住宅の販売を開始した。そ して、私が大

学を卒業すると同時に、歌手 「都はるみ」の大ファンであったことから、屋号を 「都住建㈱」 と

して設立 し、本格的に分譲住宅を事業化 して行った。

今ではすっかり日本人にな りきっている私達一家であるが、やは り私にとってブラジルで過ご

した幼年時代は、何時までも心の奥深 く刻まれてお り、4年 前 に一度訪れた時、45年 前とほとん

ど変わっていなかったピラポの町並みや通 りの名前を見て、懐かしさがよみがえって涙が溢れて

きた。

この町を去る時もう一度、50年 以上前に建て られ、未だに残っていた父達の店の前に立ち、改

めて父や母のその足跡の素晴らしさに感服の念を禁 じ得なかった。しかし、この時には、父が私

の誕生に植えた記念樹 を見つける事が出来なかった。あの大平原の中でマンゴーの木を1本 探す

のは困難 とは言 うものの、非常に残念であった。 しかし、それはもう0度 ここへ来なさいという

神のおぼしめしだと思い、そのチャンスをうかがっている次第である。できれば父と共に。

井上克 ・「都住建㈱」会長、実 ・同社長
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家族 史一C森 村家

「私の生い立ちとブラジル、そして家族」(森 村吉蔵76才)

(1)誕 生

昭和八年(一 九三三年)十 一月六 日。本州北端の街青森市で、父福蔵 ・母 トセの森村家八人兄

弟のうちの七人目にとして生まれる。平成天皇 と同じ年。

学歴

小学校時代
たばこ

青森市立 萸 町尋常小学校入学、五年生の ときに疎開学童 として市街南方丘陵地の農村、横

内村小学校へ。

昭和二十年七月二十八 日

青森市街は、米国のB29170機 による傷疲弾爆撃により消失。土曜の昼過 ぎ疎開先の横内村

から帰った夜のできごとであった。「火の地獄」のなかを逃げ回る、家 と学校を失 う。そして、

八月十五 日、『終戦の宣告』玉音放送を焼け野原 となった トタン屋根の小屋で聞 く。

まもなく、戦勝国側の進駐軍が上陸してき、町は米兵を乗せたジープで一杯 となる。

中学校時代

昭和二十一年、旧制県立青森中学校入学。

学校は消失 しているため、暫 く空き家探 しの授業 をしていたが、そのうち一時、進駐軍が使

っていた旧陸軍の第五連隊兵舎に移 り、そのままの建物を教室替わりとしていた。

中学校生活が始 まる、学校全体が課外活動の部員募集で大賑わい、運動はこれといって得意

なものがない私はそこいら一面にはられたポスターを見て、かっこういいテニス部を選ぶ、

家に帰って父にラケットというものを買ってもらうことにした。父もわからずテンテコまい。

どうや ら形を整える。

先輩たちの練習がすんでから、暗 くなるまで球を追いかけ。夜 「北斗七星」を見なが らクシ

ャクシャになるまで練習 した。

そのうち、学制改革で、旧来の中学がなくなり、新制中学が三年、新制高校三年 となり、そ

のまま新制高校にすすむ。

二年生の春、弘前中学 と学校対抗試合、このとき始めて家から離れて外泊。

新制高校最終学年の とき県代表 として 「第六回国民体育大会」に出場が決まる。

テニスの会場は 「呉市」、開会会場 「広島」、天皇の挨拶に感激 し、原爆 ドームに手を合わせる。

昭和二十七年三月 新制青森高校卒業

この とき、テニスができる 「青森製氷会社」に就職 口が決 まっていたのに、「お前には大学

までいってほしい」 と突然父から言われ、今からだと普通の大学入試には間に合わない しど

うしようかと慌て探 し回ることにな り、青森庭球連盟にお願いしてみることになり、運よく

「日本大学」の手続 きに間に合わせてもらった。
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大学時代

昭和二十七年四月、「日本大学」の法学部法律学科に進学。軟式庭球部に入る。

日本大学は、その頃、全 日本選手権 を三年連続制覇しており、凄い勢いで した。

テニスコー トのある下高井戸の教養学部裏門のす ぐそばに下宿 を見つけ、コー ト整備から外

部の高校生たちのコーチなどに出掛けていったり、とにか く忙 しい毎 日の生活だった、三年

生になった頃から部の主務 と 「全 日本学生軟式庭球連盟常任理事」などを兼務 させ られて、

日本中を駆けずりまわる多忙 さだった。

そうこうしている間に学業を終えることになって しまい、将来の職業を考えるときになった。

昭和三十一年(1956)日 本大学法学部法律学科卒業。

職探 しも儘ならず困 り果てていたとき、その頃、日大の中に 「国際研究部」と言う新しい学

部が新設されることを知 り、早速 これに応募 してみることにして手続 きを取る。いろいろ聞

いてみたところ、これは夜学であって週一度 「外語大の先生か ら外国語 を習い、外に外務省

のお役人から海外の農業事情を聴講するだけ」 と言うこと。

暫 くして、国際研究部中南米研究班を覗いたところ、気の早い人達は、すでにブラジルにい

っていると言うことが分かり、さっそ くブラジル行 き希望の書面 をつ くり提出。そのうちに

「単独呼び寄せ移民」 と言 う方法でブラジル側の身元引き受け先 も内定、船便で行 くことに

なる。船は 「オランダ汽船」になる。

郷里の青森で父母は理髪店を経営 してお り、父 とは大学卒業後10年 間は自由にさせてほしい

との約束をもらっての旅だったが、母は移住 目的を察していたようで最初は反対だった。

ブラジル移住手続 きに入 り、政府の貸 し付け 「単独呼び寄せ移民」として、23歳 で横浜港を

発つ。旅券には 「農業移住で永住を目的」との記載がある。

(2)ブ ラジルへの出航

1956年9月9日 、西 回 り南米 航路、RIL(ROYALINTER-OCEANLINE)会 社 所 有 のオ ラ ンダ

汽船 『ルイス号』

9/9横 浜 か ら14世 帯 一25人

9/15神 戸 か ら103世 帯 一122人

11/6RIODEJANEIRO着

11/7SANTOS着

神 戸 を出航す る と、 当時 はアメ リカの領 土であ った オキナワのナハ か ら移住者 達が無言の まま

タラ ップを登 って き我 々に合流 した。その後、ホ ンコン、 シ ンガポール、モー リシャス、 ロレン

ソマ ルケス、 ダーバ ン、ケープ タウンを経 て大西洋側 を出た。途 中、大波 にゆ られ船酔い に悩 ま

され、「赤道祭」 を出身地毎 の仮装 行列や民謡 で競 い合 いなが ら祝 った りした。 その うち移住者

0行 はこれか ら向 うブラジルのこ とで話題が0杯 となる
。

本船 は貨客船 であるために、人間の運搬 もさるこ となが ら貨物 の荷揚 げ、荷下 ろ しが あ り、港

に着 くごとにハ ッチが忙 し く、 クレー ンが ウナ リ、 人夫が立 ち働 き、私た ちの二段ベ ッ ドのある

三等客室 はあたか も戦場 の ようになる ことしば しば。
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船員のほとんどが中国人で、夜になると、皆、思い思いの 「ござ」を持ち出してそれをベ ッド

代わ りとして、食堂の椅子、テーブルの上に広げて横たわっている。夜 ごとのマージャン競技は

激 しい。

上級船員はオランダ人でさすがに素晴 らしい、赤毛の髭を生やした大柄な体格の人達が多い。

移民監督官 とか、日本政府の人達と比べても引けを取 らない。

私は子供達の教育係 りを受け持ち、毎 日忙 しく三等客船の間を駆け回 り、子供達を掻 き集め、

甲板に出てピンポンをしたり日本語などの勉強を教えた。

(3)ブ ラジル着(BRASIL)

1996年11月7日SANTOS着
"RUYS号"は 埠頭 に接岸

。上陸、待合室に入る。頑丈で歴史を感 じさせる木製の長椅子が天井

の高い建物の中に並んでいる。今までの 日本人だけの顔ばか りでない。見たこともないガイジン

達が うようよしていて雑然。緊張の しどうし、キョロキョロソワソワ、コーナーにあるBARに 立

つ。 自分の口から声を出す。

"C
afe/cervejaカフェ ・セルベージヤ … コーヒー/ビ ール

おかね=Dinheiro〈Cruzeuro>

会話に度胸がいる。でも、なんだか用事が足せそうである。

同船者のなかの団体のようなコチア青年達が隊を組んで待合室から居なくなり、ほかの家族連

れの人達 も出迎えの人達 と0緒 に出て行 く。

朝、着いて、昼過 ぎて、夜、星が出始めてから迎えの人が現れる。長距離用のバスに乗せられ

てサ ンパウロに着 く。

色の黒い男達が荷物 をバスから下ろしたり、狭 くて暗い階段を上 り下 りしていつの間にか薄暗

い汚いペ ンションのバネのはみ出したベ ットのある部屋に落ち着 く。

私のほかに日大経済学部出身の志藤君、早大中退の神戸の中島君、小指のない消防士の伊沢さ

んの4人 がいる。

日本大学が引受先 として内定 して くれていた 「日輪学舎」を訪問 したが、そこは日系移民達の

子供 をあずかる寄宿舎のようなところで、3～4部 屋があ り、10人 足 らずの学生児童の世話 をす

るのが主な仕事であった。

ここは我 々4人 の夢を満足 させ るところではないと判断。1週 間ぐらいし、北方の海岸線沿い

にあるCaraguatatubaカラグアタツバ というところにあるバナナ園へ向うことにする・

(4)そ して … バナナ園

大西洋の荒い波が打ち寄せる海岸道路を土埃を上げて北上 し走っていた車が止 まり、道路端に

下ろされる。荷物を運び、その道路端から150メ ー トルほど山手に入ったところにある小屋へ。

そこでは、高知県出身者と言う小さな叔父 さん 「小原さん」と、でっかい叔母 さんと四才 ぐら

い女の子が待っていてくれた。

この日から私達はみんな 「新米 さん」と呼ばれるようになる。
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翌朝、森に連れていかれる。立ち木を切る。運び出す。

一行がこれか ら生活する小屋は、窓は木の板、出入 り口も木の板戸、壁は土かべ、床は土間。

立ち木を適当な長さに切って寝台を作 る。電気はない、水道はない、 ドラム缶のお風呂に小川か

ら水を汲んで沸かす。

時の流れが分からない、世の中のことも分からない。

「新米さん」はバナナ とバナナの間に入 り伸びて くる雑草を刈る。叔父さんと伊沢 さんと私 と

中島君 と志藤君が横並びに並んで道端から始める。今 日も明日も。

バナナの葉の裏側にはよく蜂が巣を作っているし、地面には大 きな食用蛙 とか、猛毒を持つ蛇

がいる。何 しろ農園は広い。一通 り草刈 りがすんだころには次の雑草が伸びてくる。バナナは1

本の木に1年 に1房 ぶらさがって くる。その房には5段 から12段のバナナが実る。バナナの実の

いりが十分になる頃、叔父さんはこれの切 り出しを始める。切った重いバナナの房を担いで道端

まで運ぶ。色の黒い人達は力が違 う。滅多に話もしない。

ある日、私の元に、RUYS号 の同船者の一人であった川窪青年から手紙が届 く。

「あれから自分はコチア産業組合の社員 として仕事に就いている。あなたは船の中で子供達に

日本語の先生の仕事 をしていましたね、今、サンパウロか ら50kmぐ らい離れた組合から 「日本

語の教師募集」が出ているみたいです。」

日本からの船旅の中で知 り合ったウクレレのうまい川窪青年のことを時々思い出していた。そ

んなある日彼から手紙が届いた。 もちろん飛び付いた。手紙に対する返事よりも何 よりも、バナ

ナを運びに くるトラックの青年に頼んでサ ンパ ウロへ。彼の勤務するコチア産業組合へ飛んでい

く。

早速サ ンパウロ市から47kmは なれたところにある農村で、 コチア産組の組合員の多 く住んで

いる現地へ。

バナナの汁で汚れた手のままコチア産組本部へ、そ して、指示 されたVargenGrande村 へ向 う。

電気がある。ラジオはある。400mの グランドがあって教室 ・寄宿舎、70名 の生徒、立派なもの。

この村の文化部長、総務、会計 と校長先生 との面接 と言うことになったが、お酒を飲みながら

会話が弾み、採用決定。

(5)農 業と言 う職業から離れて …

日本語学校勤務するが免許がない。

寄宿舎で児童と一緒の生活をすること4年 。子供達に日本語を教え、スポーッをやる。

夜間の成人教室に一年間通って、義務教育の教師の資格証明を取る。

無我夢中で、一年が過 ぎ、貰った給料 をしっか り握って、校長先生の許 しを得た後、テニスコ

ー トを作ることの許可を得た、「書籍 ・スポーツ部品」を売る店へ走る。

中古ラケ ットを4本 、ボール2ダ ース、それに、新品のネット1張 り買い揃える。

テニスコー トの大 きさに合わせて土地を均 しローラを掛けて出来上が り、部落の有志に声 を掛

けたところ意外に多 くの愛好家が集まり、びっくりする。

日本語学校の仕事 とテニスの練習を両立させるべ く頑張る。何はともあれ、この地方のテニス
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クラブを探す、そしていろんな情報や正しい打球を教えてもらうことにする。

日系のテニスクラブを探 し当てることに成功、そこにおられた 「田中又男先生」から手解 きを

受ける。福岡出身の方で奥地で日本語学校 をしておられたそうで、とて も厳格な方で した。

これが幸いして 「邦人のテニス選手権大会」への参加が許された。

どこへ球が飛ぶのか見当も付かないうちの仲間のテニスであったが、練習を重ね硬式テニスを

身に付けた。そしてなんと 「全伯邦人庭球大会 ・新人の部」で優勝(36才)を 果たした。

4年 問いただいた給料はがっちり溜める。

(6)最 大の都市に職を得て、サンパウロ市にうつりすむ

テニス界の重鎮、西川さんの経営する日本か らの書籍雑貨 を輸入する店 『西川小野商会』に丁

稚 として勤務することにした。

夜学で、タイプを習い、免許 も入手。「輸出業務」の書類作 り、銀行業務の使い走 りをする。

4年 間の貯蓄 を使 って土地 を買 う(頭 金10%)10m×30m10年 払 い(日 本 の父か ら資金

US$100.000を 借 り受ける)。 自分の人生計画を立てる。

土曜日は半 日、日曜日は丸0日 、VARGENGRANDE時 代に知ることのできた友人、二世の小

関パウリーノさんが青年部の副会長を勤める傍ら大工仕事 も器用である。この人に頼み込み私の

家造 りを手伝って貰 うことにする。私はもっぱら、レンガ運び、土をコネ、水はこびなど、生 ま

れて初めての作業を続ける。天井があがってガラス窓など入れたところで、未完成のまま、1962

年1月10日 に結婚する、27才 。

6才 違いの妻孝子は、昭和八年、宮城県からアリゾナ丸で移住 してきていた両親を持つ二世。

父は日本語学校の笠間校長。吉蔵のことは理解 して くれていたが、念のため素性を説明するもの

を見せよということになり、故郷の青森から古いアルバムを取 り寄せて説明 し承諾 してもらって

式を終えた。

孝子はコチア産業組合に勤めていたがその後いきなりツワリが始 まり、体が弱る。当初予定 し

ていた二人の共稼ぎは断念せざるを得なくなる。

孝子は小柄で、健康には自信があるものの、限界があるようだ。結局、家計を助けて きてくれ

ていた彼女には、会社勤めを止めてもらう。それからが大変、なにしろ収入の道が絶たれてしま

った。

そんなある日、 トイレにぶ ら下がっていた開いた儘の新聞、そこにあった求人募集の記事、 日

本からの進出してきている会社が求人募集 していた。「運を天に任す」とはこんな事で しょう。

トイレを出て小さな声で震える手を押 さえながら電話を掛ける。電話の向こうで、「木下産商」

はいまだ採用を決定していないと言う。合掌。

(7)木 下産商株式会社

2ヶ 国語ができて、現地事情 も通じているため現地社員と言うことで合格。

希望する給料の額面?は 聞かれて、生まれて くる子供、自分、そして、妻 との生活費。何 と会

社側は全てを支払うと言って、一気に就職が決まった。労働手帳を見ると、1962年6月22日 と記
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録 している。

10月30日 に長女が生まれる。

何がなんだかわからないままに夜学で覚えた要領で、"TELEX"に 向き合い、日本語で或いは英

語で書かれたメッセージを打ち続ける。

社員は4～5名 。サン・パウロの深夜は日本の昼。まさに24時 間休みなしの仕事となってしまい、

仕事、仕事、仕事をした。

朝、出勤すると、`TELEX"の テープを整理する仕事に追われる。商社言葉、ポル トガル語での

電話の受け答えは神経を磨 り減 らす。

ようや く仕事に慣れ、2年 くらい経った頃、 日本から派遣 されて来ていた駐在員が本社へ帰る

ことな り、つぎに就任 して きたのが片言のポル トガル語 を使 うと言う、訳の分からない妙に威張

ったヘンテコな駐在員がやってきた。これがイカン。

「ワカゲノイタリ」と言うのか も?、 あっさり 「退職願」を出して、退職。

ところが、たまたま同社に長い間勤務 していた現地採用の萱森ELIOさ んも一緒に退社、二人

は意気投合 して、二人で新しく会社を立ち上げることにした。

(8)そ れがMAMl代 理店

まず最初に、先にお世話になった 「西川小野商会」に駆け込み、輸入 している 「さくら印X光

線フィルム」の、売 り込みをさせてもらうことを頼み込み、これがOKと なり、出来高に合わせ

た口銭をいただ くことで、サン・パウロ近郊にある病院と言 う病院を訪問 して売 り込むことから

はじまる。足 を棒にして、暗いうちからバスに乗って、… 。シャニムニ、それからと言 うも

のは寝ても起きても物売 りをすることに精進。

さらに 「東洋綿花」が輸入 して滞貨していた 「体温計」を大手薬局"ONOFRE"に 売 り込む。「ま

るは大洋漁業」がス トックしていた 「鯨の歯」を売 り抜 く。「野村通商」が輸入 していた、「工業

用耐熱高温度計向けゲージガラス」を売 り込む。

そのうち当時現れ始めたプラスチック製品の販売権を勝ち取る仕事 を見つけだ し、自活の道が

ようや く開ける。

そして、いよいよ、MAMIの 名前で輸入手続 きをしようと、伯銀を訪問した後に立ち寄った伯

国三井物産(こ の頃、木下産商 も吸収合併 されていた)に さそわれた。

(9)伯 国三井物産

勧誘に弱 くて、1966年2月 、自営業社長から再度一介の商社マンへ転向 した。

その頃、ブラジルは1956年 に就任 した大統領クビチェックの 「50年の遅れを5年 で取 り戻そう」

と言う機運が強 く、首都移転、基幹産業の育成、自動車産業の導入、など忙 しく、大国、ブラジ

ルが長い眠りから覚めてようや く動き出した頃であった。

日本から進出 してきた 「伯国三井物産」は大企業で給料 も上がった。仕事は主 として鉄鋼や製

品の輸出入で、取 り扱い量 も大 きく毎 日が楽しかったし、日本との時差のため連絡等でここでも

昼夜なく働いた。
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日本への出張 も命 じられ、故郷の青森の家族とも再会する。

ブラジル側大手企業の、日本への照合や打ち合わせのために同行 したりで忙 しく働いた。子供

も3人 となり家庭 も安定していた。この間、新 しく家 を建てたいと考え、10年 払いの月賦でサン

パウロの中心地か ら23kmに2500㎡ の広い敷地を購入 した。

日本からの進出企業 も、800社 をこえるほどの盛況ぶ りで、あ らゆる分野での競争が激 しく繰

り広げられていたこともあって、とくに鉄鋼課は毎 日忙 しかった。実に良 くブラジル中を駆け回

る毎日であった。

日本からの輸出

ブラジルへの進出を始めた海外の自動車企業向け、日本からの鉄鋼製品輸出。

基幹産業の0つ となる電力会社の大手産業向け、電磁鋼板、電線、など。

ブラジルからの輸出

ブラジル地下資源調査と開発協力、鉱石の輸出。

進出企業 古河電工のブラジル進出への手引 きなども行った。

仕事としては実にや り甲斐のある男の仕事で悔いはなかったし、この頃が絶頂期であった。

ところが、1973年 のあの 「石油ショック」からおか しくなりだし、仕事 も、採算 もくるしくな

ってきて、長い間の鉄鋼課勤務から、機械課勤務へ移動。そして、1986年 に20年 の勤務を解かれ

て しまった。

解雇されて、しばらくは休養を取っていたが、この間に2度 目の(現 在の)家 の建築を行った。

そして … またまた

MORIMEX単 身の事業に、54才 からの再出発、創業 した。

主な仕事は

・特殊ケーブル(IT産 業用)

・電子端末部品

・旅行関係業務を合わせ勤める

我々奈良大学の海外巡検 も取 り扱 ってもらえ、この時すでに子供 さんにも会えたが、2年

後の移住100年 祭式典時には、終了後、家庭 を訪問、画家の奥さん(孝 子さん)や 娘さん

とお孫さんまで紹介 してもらえた。

人生は終ることなしと現在 も76才(2009年)で 活躍 しておられる。

家族構成

吉蔵(1933生)、 孝子(1939生)、 長女 ジャ ンネ(1962生)、 長男 エ ンリケ(1964生)、 次女

リタ(1969生)、 三女 レニ タ(1972生)。

現在、次女 リタ ・孫 と同居。

(10)さ いごに、今もテニスで

私の人生の支えとな り、今も楽 しんでいるのが 「テニス」である。所属は、日系の産業組合が
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主催、す で に60年 の 歴 史 を有す る全 国組織 で、cooPERcoTIAArLETIcocLuBEで あ る。 そ し

て今 は亡 き 「田中先生」の居 られ たクラブの名称 である。

このクラブは、会員制 になってお り日系人だけで したが今 は誰 で もが会費 を払 えば メンバ ーに

なるこ とがで きる。

現在 は会員が大体1300名 、 テニス コー トは12面 、 ほか に野球 とか フッ トボー ル、水泳 プー ルな

どほ とん どの設備 を備 え、大 きな室 内運動場 、それに文化活動 もで きるような会館 まである。

私 も76才 に 成 りますが、高齢者 も増 え、 テニ スで は94才 の方 も元気 で走 り回ってい る。 クラブ

の休 日は月曜 日。

全 国大会 は毎年7月 にサ ンパ ウロで開催 される。

参考 まで に私 のテ ニス大 会の成績 は、1963(36才)年 男 子復で初優 勝、1964年 復 ・単 で優 勝、

1969・70年 復 で優 勝、1982・83年 壮 年 復で優 勝、1984年 壮 年 復 で準 優勝 、1993・98・99・04年

70才 以上復 で準優勝 。

現在 も日曜 日の朝 には、家内の運転 で クラブへ。

画家の家内は絵 画教室 で先生。孫 は卓球。

今(6月)は 晩秋 の季 節、 日増 しに寒 くな り、テニス大会 のあ る七 月は毛布 をかついで歩 く。

76才 日本 を出て53年 元気 に頑 張 ってい ます。

森村吉蔵 ・自営業MORIMEX

孝子 ・画家、絵画教室講師
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〔皿〕移住 ・移民史の中での位置づけ

開国、そして明治維新後は、職業による身分差別は無 くなった代わ りに、国民皆兵 ・徴兵制が

施行された。そうして、さっそ く日清戦争さらに日露戦争にか り出される。結果は戦勝 となった

が、帰国した若い兵隊達に見合 う職業の用意はされていず、彼等の中から海外へ取 りあえず3年

間ほどの出稼ぎを目的としてハワイさらにはカナダやアメリカへ と向う者 も多かった。

筆者の家系や親族の海外移住も、そこからスター トしている。

しか し、 目標国にはすでに先行 していた黄色の支那(中 国)人 達が働いていた。彼等は言葉も

通 じず食べ物や身なりも異なるクーリ(苦 力)と 呼ばれる若い男達の集団であった。ボスの指示

に従ってまるで働き蟻のように低賃金で働 く異様な存在で、先住のヨーロッパ系の人々や労働者

達からは、仕事 を奪う集団として攻撃され排斥されていた。

ところが排斥された彼等の跡を継 ぐ労働者が必要である。そのために動員 されたのが、同 じア

ジア系の新入 りとして黄色の日本人労働者達だったのである。その後の結果は当然ながら、先行

中国人苦力同様の攻撃(黄 過論)で あった。

そこで、次の目標 となってきたのが南米大陸であった。日本からは地球の反対側に当り遠いが、

ブラジルに行けばコーヒーという金のなる実をつける木があ り、家族で3年 間も働けば大金 を得

て、故郷に錦を飾れるという。

ブラジルでは、労働力が不足 しているので、日本人の家族を待っている。そこは、国名 も漢字

では 「伯刺西爾」だが、当て字で 「舞楽而留 一楽 しく舞って留まれる国」 と紹介、そのような宣

伝に乗せ られて出国したのである。

A.明 治末～1920年 頃までの初期の集団移住

最初は、明治41(1908)年4月28日781名 を乗船 させ神戸港から出航 した 「笠戸丸」であった。

インド洋か らケープタウンを経て大西洋を横断 し、52日 間の航海の後6月18日 にサン トス港へ着

いた。上陸後、サ ンパウロの 「移民収容所」に終結後、それぞれ分散 して各地の農園フアセンダ

へと配送されてい く。

現地では契約労働者コロノとして、さっそ くコーヒー畑で夜明けから日没時まで家族で働かさ

れる。 しか も、馬に乗った外国人の見張 りに監視 されなが らの労働であり、精神的にも屈辱的で

あった。そのような過酷な状況であったが、皆、何が しかの借金を持ってきてお り、いずれ大金

を得て帰国するための出稼 ぎ労働だと思い頑張った。ところが最初の期間の手当てを受けて驚い

た。なんと入金どころか、 日常生活のために農園の売店で購入 していた代金として天引された分

の方が多 く、これではさらなる借金ではないか。交渉しようとしても言葉が通 じない。ス トライ

キしても、始めから両者の思惑が違いどうにもならない。

農園主にとってみれば、1888年 に奴隷解放令が施行されて以後、労働力が不足 していたのを、

アジアからやってきて くれ、おぎなってくれた者達であ り、労働者のあつかい方にも、当時の方

法を維持 しようとした。つ まり、日本人達は奴隷の代役だったのである。

それは、日本人労働者だけではなく、奴隷解放後を補なう労働者として至急に移入されたスペ
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インやイタリアなどのヨーロッパ系の人々も同 じで、あまりにも苛酷な労働 と使い方に反発して

本国へ訴えたため、イタリアでは政府が送 り出すことを止めたほどである。

このような状況下で、配送 された農園から逃げ出 し、他の仕事へ と転職 した り、アルゼンチン

へ と転航する者が多かった。第1船 の笠戸丸で移住 した者のうち、次年まで最初の農園にとどま

っていた者はわずか40名 にす ぎなかった。この状況は日本にも報告 されてきたが、すでに第2回

移民船へ向けての準備が進んでお り、若干お くれていたが出航 してきた。同様に苛酷な状況下の

労働ではあったが、定住者は906人 中681人 とやや好転 した。その後も、第3回 移民船 ・第4回 移

民船が、サ ントスへやってきた。

このころ日本では、日露戦争時の戦費のつけが大 きく国民の肩にのしかかってきていた。農村

では小作農争議や地主の没落者も続出、都市では労働争議iが各地で勃発していた。このような社

会状況下でブラジルへ と目指 した者 も多かったという。

そうして笠戸丸からわずかに5年 後に当る大正2(1913)年 には、本論で登場 してもらう。

・堀さんの祖祖父母が熊本県の玉名郡から。

・井上克氏の妻 となるモモ子さんの両親が福岡県の鞍手郡 と浮羽郡から。

・さらにここに深 くは取 り上げなかったが、アントニオ上野氏の両親が筆者の郷里の隣村福岡県

三井郡から、そろって同年に出航されている。この年には4隻 がブラジルを目指 している。

入植地では多難な生活は続 くが、少 しずつ現地の状況がわかって くるに従い何 とか対応 もでき

るようになる。たとえばコーヒーの樹間で野菜 を作 らせてもらったり、農園内の空地で トウモロ

コシや綿を作 った り、川沿いなどの低地や湿地では日本人得意の稲作 も行えた。

ただ大変困ったのは病気で、特にマラリアと労働中の怪我であった。医者はいないし、街へ行

って診てもらったり、入院する金 もなかった。そんな中でも子供への教育、特に日本語 を教 える

ことは大事とした。いずれ日本へ帰国した時に困らないようにとの親心でもあった。

B.1920年 ～大戦前までの移住

初期の移住者達が、日本出航時に抱いていた夢 と現地で体験 した苛酷な労働とのギャップはあ

まりにも大 きかった。

ところがその後も移住者達は続々と到着 して きた。最大の問題点は、送 り出す日本側 と受け入

れるブラジル側両者間での思惑が全 くすれ違っていることにあった。そこで生ずる根本的 トラブ

ルを緩和するには、現地のファンゼンダ経営者のもとへ契約労働者として出向 き、いいなりにな

って働かされるのではなく、日本側で最初に土地を確保 し、その土地を区画 し、移住者達に分け

て開墾させること。さらに管理のためには、組合を組織 し種 々の問題 もそこで処理 しなが ら協力

して効率を上げるほうが良いと考えた。

このような考えに沿って、 日本側では、出発前に土地を確保する団体ができた。そのうち代表

として 「ブラジル拓殖組合(ブ ラ拓)」 がある。ブラ拓では、バス トスBastos・チエテTiete・トレ

ースバーラスTresBarras・ ノーバアリアンサAlliansaなどに入植地を確保。入植者は日本にいるう

ちに概ね移住地が決定 していたか ら、定住を覚悟する者 も現われた。

当時の社会状況 も厳 しかった。1929年 には世界恐慌が発生、経済は低迷 し、混乱した世相が続
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く。日本では1923年 に関東大地震が発生、1931年 には満州事変が、1932年 には五 ・〇五事変 と続

き、国際連合からも脱退する。気候 も不順で、特に東北地方や北海道には冷害が発生、飢饅の状

態 となり、人身売買 まで起 こっている。

このような状況下で、ブラジルへの移民 も続 く。この期の移住者に向けての宣伝には初期のも

のよりは若干現実をふまえつつも、仕事をすれば金の入る国だとの勧誘には変わ りなかった。こ

のため移住者達の目的は、相変わらず3年 程度しっか り働いて帰国することであった。

この期に入植され、本論に登場 してもらったのが、

・昭和7(1932)年 に出航された井上克氏。

・昭和8(1933)年 に出航された森村さんの妻孝子さんの両親。

・昭和9(1934)年 に出航されたハルとナツの高倉家である(NHKド ラマ ・参考までに)。

ところが、この期の最後は、第二次世界大戦の開始であ り、しかも敵国民 となってしまったこ

とによる。その結果は、日本人の集会禁止か ら日本語の使用まで禁止するという惨めな状態での

生活を余儀なくされた。

その上、戦後 も負け組 と勝ち組に分かれ、移住者同志での争いが永 く続いた。終戦から数年た

ち情報 も多 くなり負けたとわかっても、負けるはずはない神の国日本という トラウマから開放 さ

れるのは、戦後移民の再開により新 しい入植者を迎えるまで残 っていたという。

C.戦 後の移民

第二次世界大戦終了後、東南アジア ・中国 ・満州 ・朝鮮など主としてアジア諸国から多 くの引

揚者が帰国 して きた。 しかし、疲弊 していた経済状況下で働 くすべもない人々が多かった上に、

狭い国内では彼等を受け入れるだけの土地の余力 も無かった。このため、戦後ただちに人口処理

に対する問題が生 じたが、その解決策の一つは再度の移民であった。

そのため開始 されたのが、中米地域への移民であったが、国策に乗 って ドミニカやハイチなど

へ と入植 した人々にはその後の国の支援 も無 く結果的には棄民 されたとして、現在 も問題 となっ

ている。

南米へは、戦前から移住 していた縁があるとはいえ、最多のブラジルでは大戦後 も負け組、勝

ち組 と分かれるなどの混乱がまだ残っている状況下なのに移民が再開され、昭和28(1953)年 第

一船 「さんとす丸」が到着 した。

その後 も続々と移民船が入港 してきた。ピークとなった1959年 には7041名 が入植 した。初期移

住者 との大 きな違いは、彼等の目標は出稼 ぎではなく、家族移民としての入植であった。この期

の移民の後期にかけては、戦後の教育を受け、高学歴 を持 った青年達の中か ら新天地を目指した

いという者 も現われている。

本論で登場 してもらったうちジャワ島か らの引揚者で、初期に入植された堀千城氏はまさに前

者の代表例であり、日本大学法学部を卒業すると同時に入植された森村吉蔵氏は後者の例であっ

た。

最終的には、昭和48(1973)年3月27日 サ ントス着の 「にっぽん丸」まで続 き、戦後の20年 間

で約5万 人が入植 して終了 した。その理由は、昭和30年 代から日本経済の回復が速 くそのために
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国内で労働者が必要になってき、収入も増 してきたためである。一口で言えば、貧乏国日本から

抜け出せ、豊かな国となってきたからである。

D.逆 移民一日本への出稼ぎから定住へ

昭和40(1965)年 頃から、日本経済は急速に回復 した。さらに1970年 代後半から80年代にかけ

て高度経済成長期を迎える。その結果、これまでの状況 とは一変 して労働者が不足する状態にな

った。

そこで外国か らも出稼ぎ的労働者 を導入せねばならない状況に至った。その頃ブラジルでは、

ハイパーインフレに陥り、経済は危機的状況に直面し失業者が増加していた。

そこで、日本では外国人労働者を受け入れるに当って、取 りあえず言葉に問題が無 く日本での

生活や社会にもなじみやすいことか ら、昭和60(1985)年 に入管法を改正 し、日系2世 を優先 し

て受け入れることにした。さらに昭和64(1989)年 には、日系3世 とその配偶者まで就労ができ

るように再改正 した。この結果、毎年多 くの出稼ぎ者が母国日本へ訪れた。彼等の居住地域 は、

彼等を必要 とした企業が集中したところであ り、静岡(浜 松)・ 群馬 ・愛知 ・神奈川各県などに

集中している。

1985年 以降、日本へやって きた出稼 ぎ者はすでに32万 人に達 した。その数は、明治以降日本か

らブラジルへと移住 した約19万 人をはるかに越えてしまった。 しか も、出稼 ぎ目的で日本へ きた

人達も10年、20年 と経過 してくると、子供が生 まれ、その子供達が育ち、日本語 しかできない世

代が生じて くると定住者が現われだ したが、その数もさらに多 くなってきた。

この状況は、初期にブラジルへ と向った日本からの移住者(移 民)達 がたどった過程と、まっ

た く同様であ り、まさに 「逆移民」の状態である。

この頃からブラジル側では、あまりにも多 くの若者たちが日本へ出稼 ぎに出たため、日系社会

自体が変質 したとも言われている。例えば、ブラ拓の中心地域であるバス トスBASTOS市 で も、

各家族の中から出稼ぎへ誰かが出ているという状態で、それも各家庭を支える中心者が出ている

場合が多 く産業も空洞化 しているという。2008年 挙行 された 「移民100年 記念式典」でさえ行事

を支える青壮年層が少な くなってお り対応できるのだろうか危ぶまれたほどであった。

本論に登場 してもらった堀家で も1992年 から93年にかけて父が千葉県の工事現場で、母も神奈

川県小田原市の介護施設で出稼 ぎを経験 され、帰国されている。現在 も、末娘のジュリアナさん

が愛知県で出稼ぎ中である。

森村家でも次女のリタさんが一時東京で出稼 ぎを経験 し帰国 している。現在 も3女 のレニタさ

んは、東京で出稼ぎ中である。

ところが、近年、ブラジルも春めいてきた。元々天然資源、農業資源大国(鉄 鉱石、ボーキサ

イ ト、マンガンの埋蔵量やコーヒーの他大豆、サ トウキビ、バナナなどは世界第1位 ・2位)で

あ り、それらを生かせずにいたが、他の世界 ・外国の方から、それ らの資源に目を付けられてき

だした。同様の資源を持ちこれから開発 されて くると予測される国の群の国名の頭文字を連ねた

BRICs(ブ ラジル、ロシア、インド、中国の頭文字)の 中でもその先進国としてダッシュしだし

てき、これまでは、眠れる大国と称 されてきたブラジルもやっと目を覚まし出したと思われるよ
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うになってきていた。

さらに2004年 にはファベーラ出身のルラ大統領が出現 し、貧 しい多 くの国民にやる気をあおっ

ている。2007年 には再選されている。

ところが、2008年 秋のリーマンブラザースの破綻に発 した世界経済の不況の波を受け、経済外

交 も停滞 している。特に日本ではその影響をもろに受け、輸出産業 を支えていた労働者をカット

せねば企業自体が破綻する状態に追い込まれ、多 くの出稼 ぎ労働者を解職させることになった。

その結果、定着 しだしていた家族まで も退職 し、帰国せ ざるを得ない状況が生 じている。

では、今後はどう展開 してい くのだろうか?。

いずれ世界経済が回復 してくるに従い、資源大国いったんBRICsの 先頭国 として目覚めた時の

状況を想い出すだろう。

日本の企業がかぶった不況の大波や戦争さらに異常気象などの影響 も、改めて近代史をながめ

て見れば、過去何度 も発生 しその都度乗 り越えてきたではないか。現在の日本でも、ブラジルで

も、頑張ってきた人達はその経験 をふまえてきたのである。

本論で登場 してもらったそれぞれの 「家族史」そのものが、それを教え示 して くれている。そ

のことを記 し記録 として残すのが、本論の大きな目的で もあったのである。

〔N〕移住者各人 ・各家庭の個性 ・特徴

植木 ミエさんの場合

母方の祖祖父に当たる次男の長久氏 と妻のツタエさんとが、初期の移民 として大正2(1913)

年に5年 間の出稼 ぎを目標 に熊本県玉名郡からブラジルのコーヒー園へ と出発 した。 ところがそ

の5年 目に長久氏がマラリアで死亡。その時祖父のパ ウロ氏は2才 であった。仕方なくツタエさ

んは再婚する。

このためパウロ氏は苦労 して育つ。1930年20才 でヨシエさんと結婚、子供ができる。5年 後に

独立するが、コーヒーの価格が暴落、あきらめ、野菜市場の仕事へ転職。子供達が成長、それぞ

れに職に就 く。そのうち娘さん達 とミシン洋裁 を家内工業として始めたのがうまくい く。

一方、父方の祖父、堀千城氏は戦前ジャワ島でゴム園の支配人をしていたが、敗戦で引 き揚げ

る。戦後の移民が始 まると迷わず、コチア青年農業組合の招聰に応募 し、契約移民 として熊本市

から1955年 にスター ト、この時、父の計介氏は工業高校を出たばか りの17才 であった。最初バウ

ルー市のコーヒーと養蚕園で散々苦労し、借金がかさみ転出。イタリア人経営の農園に移 りやっ

と息づ く。4人 の子供達が育ち、それぞれに職に就 き家計 を支え恵まれだす。長男の父は、カン

ビーナス市の東山農場で野菜を歩合制で作る。その後農園を購入、さらに拡大する。

父は入植10年 後の1965年 に、日系2世 のジョアンナ正子 さんと結婚。1966年 にミエさんが誕生。

その後4人 の子供達が育つ。長女の ミエさんは地元の大学の工学部で学び卒業する。その後JICA

の研修生に応募、日本へ来る。実習を兼ね福岡県の会社に勤める。 日本滞在中に、筆者が勤務す

る奈良大学の地理学科を卒業 して教科書出版会社 に勤めていた植本栄壮氏が、教室主催で筆者が

引率した海外巡検に参加する。そこで現場で生 きた地理を学ぶことの大切さを知 り退職 し、JICA
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の 「海外開発青年」の制度に応募、ブラジルへ向かうことになる。この間にミエさんと知 り合い、

筆者にも紹介 して くれ、その後結婚する。

そ して3年 間のブラジル滞在を終え、植木氏の郷里広島市で職に就 き現在(広 島リビング新聞

社取締役)に 至る。子供 も2人 でき、小学生 となり子育てにも手がかからなくなってきたので、

ミエさんは広島県の 「外国人総合相談窓口」で働き出す。今後 も両国のために役立つよう夫婦で

対応する人生を築いてい きたい とのこと。

井上克氏の場合

漁村出身で5人 兄姉の末の子で、好物のバナナがいつ も食べ られる国だぞとおだてられて小学

校 を5年 生で中退 し、13歳 で長姉夫婦に連れられてのスター トであった。

入植地では、眼前に広がる原野を見て、大人たちは愕然 とする中でも開墾の意欲を湧かし、先

頭に立って働 き出す少年であった。

そのうちに近 くの川に沢山大 きな魚がいるのを見て、郷里の漁村の隣家がカマボコ屋であった

のを思い出し、カマボコを作って売 り歩き、一稼ぎしてから農作業に出ていた。

伐採地に最初に植えた綿は失敗 したが、そこから学び3年 目には成功へ、4年 目は大豊作、8

年目には借金も全て返した。

12年 目に2世 のモモ子さんと結婚 して独立し、ハッカを植えたが失敗。入植13年 で農業の時代

は終ったと見切 り、雑貨店を経営、日用品や農機具等を扱い成功。さらに土木工事用のダイナマ

イトまであつかうころには、大成功者 となる。

第2次 大戦時を内陸部だったので何 とかしのぎ、戦後はずっとカチカチの 「勝ち組」だった と

のこと。

入植24年 目、36歳 、子供は5人 となり、郷里の老いた母のことを想い、子供達の教育のことを

も考え、ちょうど高度成長期をむかえていた日本へ と1956年8月 に引き揚げた。

最初は土木関係の仕事 をし、分譲住宅業から建築業へ。帰国時は11才 であった長男の実氏 も大

学を卒業、父 と0緒 に働 きだす。常々おおらかで明るい気性から 「都はるみ」の大ファンになり、

とうとう会社名 も 「都住建㈱」に した。現在はお孫 さん も一緒 に働 く。3世 代会社で長男実氏が

社長の 「会長」 として勤め、91才 で健在。

森村吉蔵氏の場合

昭和8年 青森市で生まれ、第2次 大戦中通学 していた小学校も自宅 も戦災で焼失する。高校時

にテニス部で活躍、国体で広島大会へ県代表として出場。日本大学法学部でも軟式庭球部で活躍。

卒業後、戦後育ちのインテリ青年として大陸への夢を抱 き、昭和31(1956)年9月23才 で、オラ

ンダ船でブラジルへ向う。

電気、水道はおろか トイレも風呂も、およそ文明的なものは何 もないバナナ農園での作業 とそ

の拡大のため森林の伐採が毎日続 く。友人からの手紙を頼 りにとうとうたまらなくなり、バナナ

運搬の運転手に頼んで トラックに潜 り込み脱出。

その後幸いにも日系の小学校へ勤務することができ、そこでテニスを思い出 し手製のコー トを
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作 り、給料か ら用具を購入、学生か ら周囲の人々をもまき込み、試合に出場するうちに優勝する。

その頃企業に転出、1962年27才 の時日系2世 の孝子 さんと結婚。子供 もで きる。 さらに経済が

好況をむかえた1966年 には日系大企業 「伯国三井物産」の商社マンに転出。 日本 とブラジルは昼

夜が逆、それに合わせて働かねばならず大変だったが、日本への出張もあ り、郷里の両親 とも会

えた。 しか し、その後ハイパーインフレに見舞われ、20年 勤めて1986年 に退職する。この間が絶

頂期だったとのこと。その後は自営業へ。育った子供たちはそのうちに日本への出稼 ぎも経験、

現在も末娘が日本滞在中。

吉蔵氏は今なおテニスを楽 しみ、寒い冬は毛布を持って練習コ.__.トや試合場へと出向 く。奥さ

んは画家で、自宅兼ア トリエで楽 しみ、日曜には地域の先生 としても活躍。現在は、次女とお孫

さんと3世 代同居、76才 で健在である。

〔V〕人間(精 神)と 社会(世 相)と の側面から

人間の精神的側面から移民がたどった経過 と現状 をたどってみよう。出発時の個人や家族の強

い 「志」は、郷里に残された親や兄妹達のため3～5年 間ほど出稼 ぎをしてき、将来の幸せな生

活の基礎を築 くのが 目標であった。

必要なのは大陸での厳 しい農業に耐えるだけの健康な身体と、0緒 に働 く家族であった。当然

並みの労働 とは思ってはいず、 しっか り頑張って働いて帰国すること。そのためには嫌なことに

も我慢することを覚悟 していた。

夢の国ブラジルにたどり着き、働き出すがす ぐに金のなるコ0ヒ ーの木など無いことに気づか

される。それでも慣れてくればそのうちには何 とかなるか もと思い、コーヒー ・綿花 ・ハッカ ・

カイコ ・バナナ ・養鶏などで頑張る。確かに一部には成功する人も現われた。 しか し、徐々にあ

きらめ農業の時代は終わったと判断し、転職する人たちが多 くなる。現地で生まれ、育ちだして

きた子供たちも新 しい時代の教育を受け、農業以外の職に就 く。

つまり年月の経過は、農業労働者として出稼ぎからのスター トであったが、志は達成できず帰

国の費用 も無 くそのうちに定着 し、結果的には移民に至ったが、親達の苦労を見てきた2・3世

は立派に育った。そ して昨(2008)年 は、最初の笠戸丸で移民 して100年 を迎えた。1世 はすで

に居なく、3、4世 が活躍中で、6世 が生 まれたとのニュースが伝えられだした。

一方、社会や時代背景の中で、移民達がたどった経過 と現状 をたどってみよう。その国の自然

や社会が持つ環境、その時代の情勢や世相は、個人や家族ではどうにもならない。その中を翻弄

されながらできるだけ上手に流れざるを得ない。

まず出発時の 日本側では、過剰気味な人口に対応するだけの仕事の確保ができず、国力 も乏 し

いため労働力を必要 とする地域や大陸へと国民を押 し出さねばならない状況であった。他方、受

け入れるブラジル側では1888年 の奴隷解放以来の労働力不足 を補 う役を果た して くれるためにア

ジアか らやってきた新たな労働者達に過ぎなかった。この両国間での思惑の相違に、移住者たち

はただちに直面させられたのである。

そして第2次 世界大戦、しかも敵国民となることなど考えても見なかっただろう。この大波で
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は日本語教育 もできな くなり、日本人達の集会も会話 もで きないことになった。そして敗戦とな

るが、今度は神国日本が負けるはずはない、勝ったはずだと日本人同士が 「負け組」と 「勝ち組」

に分かれて争 うことになった。日本の戦後経済の立ち上が りが早かったことを知ると勝った証拠

だという始末、そのようなトラウマか ら完全に開放 されるのは、戦後開始された移民達がやって

きてからという。

その後、日本の経済は高度成長時代をむかえる。しかしその頃ブラジル側は逆にハイパーイン

フレに陥る。日本では労働力が不足 し外国人を受け入れることにする。この時まず言葉 も通 じ社

会にもなじみやすい 日系人をと、1985年 以来出稼ぎ労働者として受け入れることにする。そして

年月が経過 して くると子供が生 まれ、育って くる頃には定着者が増加 してきた。これは初期の日

本人達がブラジルでたどった現象 とそっくりであり 「逆移民」の時代に至ったのである。

さらにその後、これまで長い間 「眠れる資源大国」と称されてきていたブラジルに、諸外国が

豊かな農産(コ ーヒー ・トウモロコシ ・サ トウキビ ・オレンジなど)・鉱産(鉄 ・ボーキサイ ト・

マ ンガン ・石油)資 源に注 目しだ し、眠 りを覚 まさせようとしだした。すなわち、BRICsの 先頭

国に位置づけて資源外交を始めだした。

ブラジル側ではファベーラ出身のルラ大統領が出現、2期 目も当選 し、若者達や貧 しい多 くの

国民に自分を見習え、日本人達が しっか り子供たちを教育し、現在立派にブラジルのため活躍 し

ている姿から学べ と発破 をかけている。

ところが昨2008年9月USA発 のリーマンブラザーズ破綻に発した経済不況の流れが、またもや

世界中をかけめ ぐり出 した。特に日本の産業界は大波をかぶった。このため、日本へ出稼 ぎに来

ていた人達の多 くが職場 をカットされ帰国を余儀なくされた人達 も出た。

そ して1年 が経過 した。幸いにも、ブラジル側の波はあまり大 きくなく、その影響は軽かった

ようで、む しろいったん目覚め出 していた国の将来は明るいようである。

この10月 には次 々回のオリンピック会場国が決定されるが、その上位候補国に入っているこ

と自体世界が注 目していることを示 してお り、 さらにリオデジャネイロからサ ンパウロまで約

500kmの 鉄道新幹線敷設の入札 も10月に決定する。この入札には日本も力を入れているが、とも

あれ、このような大事業を発注できるだけの国力を持ってきている国であることに注目すべきで

あろう。

〔V【〕 さい ごに

明治時代から現在に至る 「ブラジルへの移民について、筆者が身近に付 き合って もらっている

家族の協力を得て貴重な体験であるファミリーヒス トリを提供 してもらい各家の出稼 ぎや移民へ

のきっかけから移民 としての苦労 とその後の展開、そして現状 までをたどってもらった。

それをもとに、わが国の移民とはどのようなものであり何だったのか。さらに、移民当事者や

家族にとっては、その実態を通 してみた結果 としてどのようなものであ り何だったのかを教えて

もらった。その結果から、筆者なりの移民について考察を深めることができた。

筆者とは身近なごく親 しい人達 とはいえ、個人や家族の情報 を研究のために提供 していただい
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た関係者に改めて深謝いたします。できることなら本論を土台に、

一ヒス トリを書いてもらえる機会としていただければ幸いである。

さらに立派な各家のファミリ
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写真ページ1.植 木(三 井 ・堀)家 族(A-1)
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写真ペ ージ2.植 木栄荘 ・ミエ家族(A-2)
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写真ページ4.井 上克 ・実家族(B-2)
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写真 ページ5.森 村吉蔵 ・孝子家族(C-1)
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写真ペ ージ6.森 村 吉蔵 ・孝子家族(c-z)
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ResearchonJapaneseWhoImmigratedtoBrazil:

AnHistoricalMonographofJapaneseImmigrantFamilies

HiroshiIKEDA

Theyear2008markedthe100thanniversaryofthesailingoftheshipKasado-marutoBrazilfromKobe

PortinApril,1908carryingagroupof781JapanesepeopletoliveandworkinBrazil.Theylandedatthe

portofSantosandallmetinSanPaoloinJuneof1908.Bothcitiescelebratedtheoccasionlastyear,2008,

andthisauthorparticipatedinbothevents.

ImmigrationfromJapantoBrazilbeganin1908andendedin1973withatotalofsome250,000

Japanesepeoplehavingimmigratedthere.Today,theirdescendantshavereachedthe5thgeneration.

TheBraziliansofJapanesedescentinBrazilnumbersome1.5million,thelargestnumberofJapanese

immigrantsandtheirdescendantsanywhereintheworld.

In1985,BraziliansofJapanesedescentstartedreturningtoJapantoworkthere.Theirnumberhasnow

reachedaround320,000,someofwhomstayedtolivepermanentlyinJapan.Thishasbeencalledthe

"R
everseImmigrationPhenomenon".

TheauthorhasgottenthecooperationofsomeverycloseimmigrantfriendsinBrazilandhaswritten

uptheirfamilystories.Inthispaper,hetellswhytheywenttoBrazilinthefirstplace,thetroublesand

strugglestheyhad,andlaterdevelopmentsuptothepresent.

Followingthis,theauthorstudiedBraziliansofJapanesedescentlivinginJapan,whotheyareandwhat

conditionstheyfacedandfacenowinJapan.Thepeoplewhocooperatedwiththeauthorareveryclose

friends,andauthorisverygratefulfortheircooperationinprovidingthispersonalinformationformy

research.
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